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は じ め に 

 

 

今日、少子高齢化の一層の進行や経済のグローバル化に伴う雇用形態の多様化、

地域社会の変容など、私たちを取り巻く社会経済情勢は急速に変化しています。 

このような中、すべての人々が、互いにその人権を尊重しつつ、喜びも責任も

分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができ

る男女共同参画社会の実現は、我が国における重要な課題であります。 

 

本町では、現在、第５次忠岡町総合計画の策定作業に取り掛かっており、この

新しい総合計画の中で、本町の男女共同参画社会の実現に向けた方針を明らかに

する必要があると考えています。そこで、平成２２年度に、男女共同参画に関す

る施策をより総合的・計画的に推進し、その実効性を確保するための指針となる

「忠岡町男女共同参画計画」を策定することとしました。 

 

本調査は、この「忠岡町男女共同参画計画」を策定するための基礎資料を得る

ため、住民の皆さんの男女平等や男女共同参画に関する実態とご意見をお伺いし

たものです。 

今後は、この調査結果を参考にして、住民の皆さんと協働して、効果的かつ本

町にふさわしい「忠岡町男女共同参画計画」を策定してまいりたいと考えており

ます。 

 

最後に、本調査の設計や分析に際してご指導いただきました大阪府立大学田間

泰子先生および大阪市立大学古久保さくら先生、ならびに住民意識調査にご協力

いただきました多くの皆さま方に対し、心からお礼を申し上げますとともに、今

後もより一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 

 

平成22年３月  

忠岡町長 和田 吉衛 
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Ⅰ．調査の概要 

１．調査目的 

男女が社会で対等に活躍できる、まちづくりを進めるための指針となる「忠岡町男女共

同参画計画」の策定に向けた基礎資料とするため、町民の男女平等意識や男女共同参画に

係る意識・実態等を明らかにすることを目的として実施した。 

 

２．調査項目 

（１）対象者の属性 

（２）性別役割分担意識について 

（３）男女の地位の平等について 

（４）結婚・家庭生活について 

（５）介護について 

（６）就労について 

（７）子育てについて 

（８）「仕事」「家庭や地域活動」「個人生活」の関わり方について 

（９）男女の人権について 

（10）男女共同参画社会の推進について 

 

 

３．調査設計 

（１）調査対象 平成 21 年９月１日現在、忠岡町に在住する 16 歳以上の男女個人 

（２）抽出方法 住民基本台帳及び外国人登録原票による層化無作為抽出 

（３）調査方法 郵送による配布及び郵送による回収 

   （お礼状を兼ねた督促状を、対象者全員に郵送で１回送付） 

（４）調査期間 平成 21 年 10 月５日～平成 22 年１月 31 日 

 

 

４．回収状況 

（１）標本数（発送数）   4,174 

（２）有効回収数    1,647（女性 927、男性 701、性別不明 19） 

（３）有効回収率     39.5％ 
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５．標本誤差について 

本調査は標本調査であるので、標本抽出における誤差等を考慮する必要がある。 

通常、世論調査などでは信頼度95％（同一の調査を100回行えば95回まではこの結果にな

るであろうという推定）のレベルを求めるのが一般的であり、これに基づく標本測定値の

標本誤差の近似式は、次の公式で求められる。 

 

 

                      Ｎ―ｎ   Ｐ（100－Ｐ） 

標本誤差＝±１．９６×          ・  

              Ｎ―１      ｎ 

 

Ｎ：母集団数   ｎ：有効回答者数   Ｐ：回答の比率（標本測定値） 

 

【表 信頼度 95％における主要な％の信頼区間】 

（単位：％） 

回答の比率（Ｐ） 

90 80 70 60  
母集団 

(Ｎ) 

有効 

回収数 

（ｎ） 10 20 30 40 
50 

全  体 13,514 1,647 ±1.4 ±1.8 ±2.1 ±2.2 ±2.3 

女  性 6,835 927 ±1.8 ±2.4 ±2.7 ±2.9 ±3.0 

男  性 6,679 701 ±2.1 ±2.8 ±3.2 ±3.4 ±3.5 

資料：母集団の人数は、平成 21 年 10 月１日現在の、住民基本台帳人口と外国人登録人数の合計 

 

【標本誤差の見方】 

例えば、ある質問で全体の回答が80％であった場合、80％を中心に±1.8％つまり、真の

値は78.2％から81.8％の間にあると推定してよいが、その推定が正しい確率は95％程度で

ある。また、上記の表は、回答の比率を10％きざみで表示しているが、回答が78％のよう

に途中である場合は、上記表から最も近い80％における数値を読み取り、この数値から類

推し使用すればよい。 

なお、性別の標本誤差は最大で±3.5％であり、調査結果は、十分女性及び男性全体の意

見を代表しているといえる。 

また、10歳代は回収数が少なく誤差が大きくなるため、年齢別分析は10歳代と20歳代を

合わせて傾向をみることとする。さらに、60歳代及び70歳以上は、大阪府調査と年齢区分

を合わせるため、60歳以上としてまとめて傾向をみる。 
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６．報告書の見方 

（１）回答は、各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してある。小数点第

２位を四捨五入しているため、比率の合計が 100.0％を前後することがある。 

（２）回答者数（Ｎ）が少ない場合は、比率の数字に偏りが生じやすく、厳密な比較をする

ことは難しいので、おおよその回答の傾向をみることになる。 

（３）複数回答を求めた質問では、回答比率の合計が 100.0％を超える。なお、複数回答を

求める質問についての図表上の表記は、以下のとおりである。 

「ＭＡ％」（Multiple Answer） 

＝回答選択肢の中からあてはまるものをすべて選択する場合 

「２ＬＡ％」（２ Limited Answer） 

＝回答選択肢のなかからあてはまるものを２つ以内で選択する場合 

「３ＬＡ％」（３ Limited Answer） 

＝回答選択肢のなかからあてはまるものを３つ以内で選択する場合 

（４）本文中のグラフや数表で、コンピュータの入力の都合上、回答選択肢の見出しを簡略

化している場合がある。 

（５）本調査は、第５次忠岡町総合計画策定に関する住民意識調査と同じ調査票で実施した

ため、調査票の質問番号順と報告書の掲載順があっていない場合がある。 

（６）参考として、一部の質問において経年変化や大阪府調査、内閣府調査との比較を行っ

ている。それぞれの調査の概要は次の通りである。 

 

  ①前回調査 

「平成11年度 忠岡町住民意識調査」〔平成11年10月実施〕 

・ 調査対象：忠岡町在住の 20 歳以上の住民 2,000 人 

・ 抽出方法：住民基本台帳及び外国人登録原票から無作為抽出 

・ 調査方法：郵送配布・郵送回収（はがきによる督促１回） 

・ 回 収 数：1,158 件  回 収 率：57.9％ 

②大阪府調査 

「男女共同参画に関する府民意識調査」〔平成21年８月実施〕 

・ 調査対象：大阪府全域の 20 歳以上の府民 2,000 人 

・ 抽出方法：選挙人名簿及び外国人登録原票から層化二段無作為抽出 

・ 調査方法：郵送法 

・ 回 収 数：680 件  回 収 率：34.0％ 

③内閣府調査 

「男女共同参画社会に関する世論調査」〔平成21年10月実施〕 

・ 調査対象：全国 5,000 人 

・ 抽出方法：層化二段無作為抽出 

・ 調査方法：調査員による個別面接聴取 

・ 回 収 数：3,240 人  回 収 率：64.8％ 
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Ⅱ．調査結果の概要 

 

 

１．性別役割分担意識について 

（１）「男は仕事、女は家庭」という考え方について（P19～P21） 

� 「男は仕事、女は家庭」という考えについて『肯定的意見』（「そのとおりだと思う」と「ど

ちらかというとそう思う」を合わせた値）と『否定的意見』（「どちらかいうとそうは思わな

い」、「そうは思わない」を合わせた値）の比率をみると、女性では32.0％対63.6％、男性で

は37.9％対57.5％となっている。男女ともに『否定的意見』が半数を超えているが、女性の

方が男性より『否定的意見』の比率が高くなっている。 

� 少子・高齢社会の進展を背景に社会システム全体の見直しが検討され、女性の社会参画を促

す条件も整いつつあり、住民の意識にも変化がみられるが、「男は仕事、女は家庭」に代表

される男女の固定的な役割分担はいまだに根強く残っている。 

 

２．男女の地域の平等について 

（１）男女平等の現状認識（P22～P30） 

� ①家庭、②職場、③地域活動の場、④学校教育の場、⑤政治の場、⑥法律や制度の上、⑦社

会通念・習慣・しきたりなど、⑧全体では の８つの場面における男女平等の現状認識につ

いてみると、いずれの場においても、男女ともに『男性優遇』（「男性のほうが非常に優遇さ

れている」と「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」をあわせた値）が『女性優

遇』（「女性のほうが非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性のほうが優遇されて

いる」をあわせた値）より高くなっている。 

� 『男性優遇』の比率が高い順にみると、女性では「職場」66.6％、「社会通念・慣習・しき

たりなど」66.2％、「政治の場」62.9％、「家庭」51.2％であり、これら４つの場面では『男

性優遇』が５割を超えている。一方男性は、「社会通念・慣習・しきたりなど」58.9％、「職

場」56.1％、「政治の場」50.1％と続き、これら３分野で『男性優遇』が５割を超えている。

また、８つの場面で「平等」と認識している比率が高いのは、男女とも「学校教育の場」（女

性55.3％、男性63.1％）と「地域活動の場」（女性44.0％、男性52.5％）となっている。な

お、『女性優遇』の比率が最も高いのは、男女ともに「家庭」であるが、その割合は１割程

度である。 

� 女性と男性を比べると、どの場面も女性の方が『男性優遇』とする比率が高く、男性の方が

「平等」とする比率が高くなっている。男女で最も認識の違いがあるのは「家庭」で、女性

では51.2％が『男性優遇』とみているのに対して、男性では40.7％が「平等」と認識してい

る。 

� 前回調査と比べると、男女ともにどの分野においても『女性優遇』の比率にはさほど変化は

みられないが、『男性優遇』が減少し、「平等」が増えている。最も変化が大きいのは「家庭」

で、『男性優遇』は女性で21.3ポイント、男性で31.9ポイント減少している。 

１１１１    調査結果調査結果調査結果調査結果のののの要約要約要約要約    
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（２）男女が平等になるために最も重要なこと（P31～P33） 

� 男女が平等になるために重要なことについては、女性では「女性を取り巻く様々な偏見、固

定的な社会通念、習慣・しきたりを改める」が33.4％で最も多く、次いで「職場において性

別による待遇（配置や昇進など）の差をなくす」30.9％、「女性自身が経済力を得たり、知

識・技術を習得するなど、積極的に力の向上を図る」29.8％となっている。一方男性では、

「男性の意識改革」が32.7％で最も多く、次いで「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社

会通念、習慣・しきたりを改める」29.0％、「職場において性別による待遇（配置や昇進な

ど）の差をなくす」27.5％となっている。 

 

３．結婚・家庭生活について 

（１）結婚の有無（P34～P35） 

� 結婚している（事実婚を含める）のは、女性では67.9％、男性では71.5％であり、前回調査

と比べると、女性の50歳代と70歳代、男性の70歳代を除いて、他の年齢層では結婚率が低下

している。特に女性の30歳代～40歳代、男性の30歳代～60歳代で低くなっており、晩婚、非

婚や熟年離婚の増加が伺える。 

 

（２）結婚・離婚に関する考え方（P36～P40） 

� 結婚・離婚に関する考え方について、『賛成』（「賛成」と「どちらかといえば賛成」の合計）

の比率をみると、男女ともに「結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもどちらでもよ

い」（女性58.7％、男性53.7％）が最も高く、次いで「結婚してもうまくいかないときは離

婚すればよい」（女性57.4％、男性45.2％）、「結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」

（女性45.0％、男性36.7％）となっている。 

� 年齢別にみると、「結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもどちらでもよい」と「結

婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」については、概ね年齢が若いほど『賛成』の比

率が高く、年齢が高くなるほど『反対』の比率が高くなっている。 

 

（３）家庭における役割意識（P41～P48） 

� 家庭の仕事の役割についての意識をみると、「生活費をかせぐ」「日常の家計の管理」「日常

の家事」「育児」などにおいて、明らかに役割分担意識が見受けられる。「生活費をかせぐ」

については、『夫の役割』（「主に夫の役割」と「どちらかといえば夫の役割」の合計）と考

える人が圧倒的に多く、女性では76.3％、男性では77.7％となっている。逆に、『妻の役割』

と考える人が最も多いのは、「日常の家事」（女性70.5％、男性69.9％）、「日常の家計の管理」

（女性68.9％、男性64.8％）、「育児」（女性45.3％、男性49.6％）などである。また、「両方

同じ程度の役割」と考える人が多いのは「子どもの教育としつけ」（女性71.8％、男性66.8％）、

「老親や病人の介護や看護」（女性56.9％、男性54.9％）、「町内会や自治会などの地域活動」

（女性54.8％、男性48.9％）となっている。 

� 男女ともに16～29歳で「両方同じ程度の役割」とする比率が高くなっている。 
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４．介護について 

（１）希望する介護方法（P49～P51） 

� 希望する介護方法については、男女ともに「ホームヘルパーやデイサービス等を利用しなが

ら主に自宅で介護してもらいたい」が４割以上を占め、これに「特別養護老人ホーム等の施

設に入所したい」が20％台で続いている。 

� 「行政や外部のサービスには頼らず、自宅で家族等から介護してもらいたい」と「ホームヘ

ルパーやデイサービス等を利用しながら主に自宅で介護してもらいたい」を合わせた『自宅

での介護希望』は、女性では57.4％、男性では59.1％とほぼ同じ比率であるが、男性は「行

政や外部のサービスには頼らず、自宅で家族等から介護してもらいたい」の比率が女性の２

倍となっている。 

 

（２）介護してもらいたい相手（P52～P53） 

� 介護してもらいたい相手については、男女ともに「配偶者」が最も多いが、その比率をみる

と、女性の43.6％に対して男性は73.4％と、男性の方が約30ポイント高くなっている。一方、

女性は「娘」が28.9％と男性に比べて高くなっている。 

 

５．就労について 

（１）就労状況（P54～P55） 

� 職業は、女性では「専業主婦」が32.3％で最も多く、次いで「パート・アルバイト（学生バ

イトを除く）」20.0％、「無職（専業主婦を除く）」18.7％となっている。一方、男性では「会

社・団体・官公庁などの正社員・正職員」が41.2％で最も多く、次いで「無職（専業主夫を

除く）」22.4％、「自営業主または家族従業員」14.0％の順である。 

� 就業率を前回調査と比べると、女性では30歳代、男性では70歳代を除いて、他の年齢層では

今回調査の方が低くなっている。とりわけ、男性の16～29歳では、前回調査に比べて26.5

ポイントも低くなっている。 

 

（２）女性が仕事を持つことについての考え（P56～P59） 

� 女性が仕事を持つことについての考えをみると、男女ともに「子育て後パートタイム就業」

が最も多く、女性では36.6％、男性では25.7％となっている。次いで「就業継続」（女性27.5％、

男性23.3％）、「出産退職」（女性14.6％、男性18.4％）となっており、男女で考え方はほぼ

共通している。 

� 「子育て後パートタイム就業」と「子育て後フルタイム就業」を合わせた『子育て再就業』

を支持する人は、女性では44.0％、男性では35.8％である。 

 

（３）男女が対等に働くために必要なこと（P60～P62） 

� 男女が対等に働くために必要なことについては、女性では「男女ともに育児・介護休業など

休暇を取りやすいようにする」が49.7％で最も多く、次いで「男女ともに、能力を発揮でき

る配置を行う」が36.5％、「賃金、昇給の男女の格差をなくす」が33.1％となっている。一
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方、男性では「男女ともに、能力を発揮できる配置を行う」が39.4％で最も多く、次いで「男

女ともに育児・介護休業など休暇を取りやすいようにする」34.8％、「賃金、昇給の男女の

格差をなくす」32.0％となっている。男女で１位と２位の順位が入れ替わっているが、上位

３位にあげられる項目は共通している。 

 

６．子育てについて 

（１）子どもの教育方針（P63～P67） 

� 子どもの教育方針について①性別にこだわらず子どもの個性を伸ばす方がよい ②女の子

は女の子らしく、男の子は男らしく、しつけるのがよい ③性別にこだわらず、家事ができ

るように育てるのがよい ④性別にこだわらず経済的に自立できるように育てるのがよい 

という４つの意見について、賛否を尋ねた。 

� どの意見についても、男女とも『賛成』（「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合わせた値）

が『反対』（「反対」と「どちらかといえば反対」を合わせた値）を大きく上回っている。中

でも、「①性別にこだわらず、子どもの個性を伸ばす方がよい」については、女性の72.4％、

男性の69.3％が積極的に「賛成」している。次いで「④性別にこだわらず、経済的に自立で

きるように育てるのがよい」は女性の65.2％、男性の58.6％が、「③性別にこだわらず、家

事ができるように育てるのがよい」も女性の51.6％、男性の38.7％が積極的に「賛成」して

いる。このように、男女同じように育てる考え方が浸透してきているが、一方で「②女の子

は女らしく、男の子は男らしく」には、女性の64.0％、男性の73.4％が『賛成』している。 

 

７．「仕事」｢家庭や地域活動｣「個人生活」の関わり方について 

（１）生活の中で優先していること、優先したいこと（現実と希望）（P68～P72） 

� 現実の生活の中で優先していることをみると、女性では「‘仕事’と‘個人生活’をともに

優先」が33.8％で最も多く、次いで「‘仕事’を優先」20.8％、「‘仕事’と‘家庭や地域活

動’をともに優先」14.5％となっている。一方男性では、「‘仕事’を優先」が42.0％で最も

多く、次いで「‘仕事’と‘個人生活’をともに優先」21.3％、「‘仕事’と‘家庭や地域活

動’をともに優先」12.3％となっている。 

� 生活の中で優先を希望することについてみると、男女ともに「‘仕事’‘家庭や地域活動’‘個

人生活’をともに優先」が最も多く、女性で29.7％、男性で23.0％となっている。これに、

「‘仕事’と‘個人生活’をともに優先」（女性22.8％、男性18.6％）、「‘仕事’と‘家庭や

地域活動’をともに優先」（女性11.8％、男性16.0％）と続く。現実の生活では多かった「‘仕

事’を優先」を希望する人は、女性では2.9％、男性では6.1％と極めて少ない。 

 

（２）地域活動等への参加状況・参加意向（P73～P74） 

� 地域活動等への参加状況および参加意向をみると、「すでに参加している」は、女性では

12.3％、男性では14.1％であり、「参加しようと思っている」は、女性では22.4％、男性で

は24.4％となっている。この両者を合わせた地域活動等へ参加意向があるのは、女性では

34.7％、男性では38.5％となっている。一方、「あまり参加しようと思わない」と｢参加しよ
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うと思わない｣を合わせた参加意向のない人は、女性では36.0％、男性では36.2％となって

おり、前述の参加意向のある人とほぼ同率となっている。なお、男女ともに若い世代で参加

意向がない人の比率が高い。 

 

（３）参加している、又は参加したい地域活動等（P75～P77） 

� 地域活動等にすでに参加している人の活動内容をみると、女性では「まちの美化・清掃活動、

緑化（花）の推進」が52.6％で最も多く、次いで「文化・芸術・スポーツ活動」41.2％、「防

犯・防災対策」31.6％となっている。一方男性は、「防犯・防災対策」が50.5％で最も多く、

次いで「まちの美化・清掃活動、緑化（花）の推進」46.5％、「子どもたちの健全育成」38.4％

となっている。男女で10ポイント以上の差がある活動内容をみると、「文化・芸術・スポー

ツ活動」は女性の方が高い。一方、「防犯・防災対策」「子どもたちの健全育成」「様々な住

民活動や地域活動の活性化に向けた支援・調整活動」については男性の方が高くなっている。 

� 今後参加しようとしている人の活動内容をみると、男女ともに「まちの美化・清掃活動、緑

化（花）の推進」（女性51.0％、男性45.0％）に人気が高い。 

 

（４）男性が家事、子育て、介護、地域活動などに参加するために必要なこと（P78～P80） 

� 男性が家事、子育て、介護、地域活動などに積極的に参加していくために必要なことについ

ては、男女ともに「夫婦の間で家事などの分担をするように十分話し合う」が最も多い。次

いで、女性では、「男性が家事、子育て、介護、地域活動に参加することについて、社会的

評価を高める」35.7％、「男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改める」

32.8％、「小さいときから男性に家事や育児に関する教育をする」27.7％となっている。一

方男性は、「男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改める」34.1％、「男性

が家事、子育て、介護、地域活動に参加することについて、社会的評価を高める」31.4％、

「男性の仕事中心の生き方、考え方を改める」26.8％の順である。 

� 年齢別では女性の40歳代と、仕事の有無別にみた正社員の男女では、社会的評価を最も重視

している。 

 

８．男女の人権について 

（１）女性の人権が尊重されていないと感じること（P81～P83） 

� 女性の人権が尊重されていないと感じることについては、女性では「性犯罪」と「‘女のく

せに’‘女だから’という言葉」が54.2％で最も多く、次いで「痴漢行為」48.1％、「夫やパ

ートナーからの暴力（身体的、心理的な暴力）」44.4％となっており、これら４項目は４割

を超えている。一方男性は、「夫やパートナーからの暴力（身体的、心理的な暴力）」が42.7％

で最も多く、以下「性犯罪」41.7％、「‘女のくせに’‘女だから’という言葉」41.4％、「痴

漢行為」39.5％となっており、4割を超えるのは３項目となっている。 

� 性別にみると、どの項目についても女性の方が比率が高く、特に「‘女のくせに’‘女だから’

という言葉」では12.8ポイント、「性犯罪」では12.5ポイント男性より高くなっている。 

 



 

- 10 - 

（２）パートナーからドメスティック・バイオレンスを受けた経験（P84～P91） 

� 親密な関係のパートナーから何らかの暴力（ドメスティック・バイオレンス）を１つでも受

けたことがあるのは、女性の42.5％、男性の37.1％となっている。 

� 親密な関係にあるパートナーからの暴力の内容については、男女ともに『③ばかにされたり、

ののしられたり、命令口調でものを言われた』が最も多く、女性の29.4％、男性の24.5％が

経験している。特に女性では、このうち11.1％が「何度もあった」と回答している。以下、

女性では、『①何をやっても、何を言っても無視された』18.4％、『⑥平手で打たれたり、け

られたり、かまれたり、げんこつで殴られたりした』14.9％、『⑤身体を傷つける可能性が

あるもので殴るふりをして脅かされた』12.8％、『④交友関係や電話を細かく監視された』

12.0％、『⑨望まない性行為を強要された』10.0％と続き、以上６項目について１割以上が

経験している。一方男性は、『①何をやっても、何を言っても無視された』20.1％、『④交友

関係や電話を細かく監視された』10.7％、『⑥平手で打たれたり、けられたり、かまれたり、

げんこつで殴られたりした』10.0％となっており、以上４項目については１割以上が経験し

ている。 

� ドメスティック・バイオレンスの内容は、全体的には精神的暴力が多いが、女性では、深刻

な肉体的暴力や性的暴力を受けた人も僅かとはいえない。これらの数値は小さいが、忠岡町

の人口にあてはめると、その実数は大きくなることに留意する必要がある。（ちなみに、忠

岡町の16歳～74歳の女性人口6,835人（平成21年9月末住民基本台帳人口および外国人登録）

とすれば、「望まない性行為を強要された」は314人、「平手でたたかれたり、蹴られたり、

かまれたり、げんこつで殴られたりした」は267人、「げんこつや身体を傷つける可能性のあ

るものでたたかれた」は123人が「何度もあった」ことになる。） 

� また、従来、ドメスティック・バイオレンスは女性に対する暴力として認識されてきたが、

今回の調査では、「ばかにされたり、ののしられたり、命令口調でものを言われた」や「何

をやっても、何を言っても無視された」などの精神的暴力を中心に、男性の２割以上が被害

にあっていることにも注目する必要がある。 

 

（３）ドメスティック・バイオレンスの相談窓口の認知度（P92～P94） 

� パートナーからの暴力についての相談窓口の認知度についてみると、認知度が最も高いのは、

男女ともに「警察」で、女性で62.7％、男性で66.5％が認知している。次いで、女性では「民

間の専門家や専門機関」が29.2％、「町役場の相談窓口」が21.0％、「配偶者暴力相談支援セ

ンター」が20.9％となっており、認知度が２割を超えている窓口は以上の４か所である。一

方男性は、「町役場の相談窓口」が23.0％、「民間の専門家や専門機関」が22.5％で続いてお

り、男性で認知度が２割を超えている窓口は３か所となっている。 

� 女性では、暴力を受けたことがある人の方が、ない人より相談窓口の認知度が高いといった

傾向は特にみられない。 
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９．男女共同参画社会の推進について 

（１）男女共同参画に関する言葉の認知度（P95～P96） 

� 男女共同参画に関する言葉の認知度については、男女とも「男女雇用機会均等法」（女性

73.9％、男性74.9％）が最も高く、次いで「男女共同参画社会基本法」（女性24.6％、男性

32.1％）、「ジェンダー」（女性19.7％、男性21.1％）となっている。 

� 男女を比べると、男性の方が女性より、すべての言葉について認知度が高く、年齢別にみる

と、女性の16～29歳は、どの言葉についても認知度が高くなっている。 

 

（２）男女共同参画を推進するために町が取り組むべきこと（P97～P99） 

� 男女共同参画を推進するために町が取り組むべきことについては、男女ともに「男女が働き

ながら両立できるよう、育児や介護のための施設やサービスを充実する」（女性59.8％、男

性47.5％）が最も多く、次いで「学校教育や生涯学習の場で男女共同参画に向けた学習を充

実する」（女性30.0％、男性32.4％）、「女性の就職や再就職、起業、資格取得に対して支援

する」（女性28.7％、男性18.5％）となっている。なお、男性については「男女平等の視点

から、法律や社会制度を見直すよう、府や国に要望していく」も同率で３位にあがっている。 

� 今回調査では９の選択肢をあげたが、要望する施策は比較的分散しており、年齢の違いなど

によって要望にも差がみられる。個々のニーズに即した施策展開が求められる。 
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大阪市立大学人権問題研究センター  古久保さくら 

 

 今回の忠岡町における町民意識調査を見る限り、大阪府調査と比較しても、忠岡町の住民

は、男女共同参画社会化に対し理解をもち、固定的な性別役割意識に対して批判的精神を持

っているように思われる。 

 ただし、女性の間には年齢によっても、就業状況によっても、かなりの意識の差がある。 

 たとえば、「図 3-8 性・仕事の有無別 結婚・離婚に関す考え方」をみてみると、女性の正

社員層において「結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもどちらでもよい」「結婚して

も必ずしも子どもを持つ必要はない」「結婚しても、うまくいかないときは離婚すればよい」

のいずれについても、賛成と答えた人の割合が、非正社員層・無職層と比較して高くなって

いる。特に、｢結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもどちらでもよい｣についてみて

みると、正社員層では賛成が 72.6％、非正社員層では 61.7％、仕事無層では 53.7％となっ

ている。図 5-3 をみてみると、女性の場合、正社員割合は若年層に高く、中高年層は非正社

員割合が高い傾向はあるが、それを入れて考えても、正社員層における｢結婚｣に対する自由

を求める思いが、突出して高い。 

 あるいは、「図 3-12 仕事の有無別 家庭における役割意識（既婚女性のみ）」をみてみれ

ば、｢生活費を稼ぐ｣について正社員層では「夫の役割」とするものが 58.9％、「両方同じ程

度」とするものが 37.5％であるのに対し、非正社員層では、｢夫の役割｣とするものが 86.9％、

｢両方同じ程度｣とするものが 10.5％。無職層では、｢夫の役割｣が 83.3％、｢両方同じ程度｣

が 11.9％となっている。 

 一方、「日常の家事」については、正社員層では｢両方同じ程度｣と答える人が 35.7％、｢妻

の役割｣とする人が 60.7％に対し、非正社員層では｢両方同じ程度｣は 25.1％、｢妻の役割｣は

74.3％となっており、無職層では「両方同じ程度」が 12.4％、｢妻の役割｣が 83.1％となって

いる。 

 現実の働き方によって、性別役割分担意識に差異が生じていることは明らかであり、現実

の就業状態と性別役割意識には、相関が高い、もっといえば、現実の労働市場への参画が性

別役割意識を変容させるという側面がある点は確認しておきたい。 

それにしても、正社員として働きながらも、生活費を稼ぐことを｢夫の役割｣とみなす人が

58.9％もおり、また、日常の家事について「妻の役割」とする人が 60.7％もいる、という状

況をどう考えたらいいのだろうか。 

 ｢男女共同参画白書平成 21 年版｣によれば、現状(平成 19 年)における正規雇用の時間あた

り給与の男女格差は、男性を 100 とした場合に 68.1 となっている。正社員層であれば少なく

とも週 40 時間は働いていると考えられるが、この時間当たり所得格差があるなかで、フルタ

イムで労働に従事しながらも、性別役割分業意識が払しょくできないのであろう。 

また、近年では、非正社員に対して基幹労働者としての期待が高まっている傾向があり、

非正社員の労働強化が懸念されているが、忠岡町における非正社員の女性たちの労働の在り

２２２２    忠岡町住民意識調査忠岡町住民意識調査忠岡町住民意識調査忠岡町住民意識調査をををを読読読読むむむむ    
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方の現実はいかにあるのだろうか。非正社員として働く女性たちの多くが、家庭外労働を担

当しつつも、無職女性とほとんど同じように性別役割分業意識を内面化しているとすれば、

女性たちの過労が心配されるところでもある。 

加えて、働き盛りの男性の長時間勤務という傾向もみられる中では、男性に家事を分担し

てもらえない現実がこのような意識調査の結果に関連している可能性もある。 

このあたりは労働実態・生活実態についてのデータをもう少し集めて検討すべきではある

が、とはいえ、「問 39 男女が対等に働くためには、どのようなことが必要だと思いますか」

との問いに対して、女性の回答で最も多かったものが「男女ともに育児・介護休業など休暇

をとりやすいようにする」(49.7％)であることからも、女性たちの家庭内役割と就業の両立

に対する時間的制約が課題とされていることは明らかである。ちなみに、この項目を選択し

た男性の割合は 34.8％であり、こちらも 2 番目に高い数字となっている。 

男女が対等に働くための必要な項目として、「男女ともに、能力を発揮できる配置を行う」

（女性 36.5％、男性 39.4％））も高い割合で支持されており、労働の場におけるワークライ

フバランスの実現や、女性の積極的活用が望まれている。逆にいえば、それが現状では実現

されていないからこそ、性別役割意識が残存していると考えられるのである。 

女性たちが家庭外で働くこともしながら家庭内責任も担当し、負担がより一層重くなって

いるという現状は、実は多くの人たちに十分理解されているのではないだろうか。「問 32 今

後、男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために最も重要と思うことはなんですか」

の問に対して、男性の答えのうち最も選択率が高かったのは「男性の意識改革」（32.7％）で

あった。 

また、｢問 49 今後、忠岡町で男女共同参画を推進するために、特にどのようなことに力

を入れて取り組むべきだと思いますか。｣との質問に対しては、女性の 59.8％、男性の 47.5％

が、「男女が共に働きながら両立できるよう、育児や介護のための施設やサービスを充実する」

を選択しており、また、女性の 30.0％、男性の 32.4％が「学校教育や生涯学習の場で男女共

同参画に向けた学習を充実する」を選んでいる。 

男女共同参画社会基本法前文では、「男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合

い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会

の実現は、緊要な課題となっている。」と書かれているが、男女共同参画社会の実現のために、

いま最も必要とされているのは、家庭内役割と就業を両立させる社会的仕組みであり、また、

その際に女性にだけ負担が強いられることのないような、人々の意識改革だというのが、忠

岡町住民調査からはよみとれるだろう。 

男女のどちらかに負担が強いられるのではなく、男女を問わず住民一人一人の自由な人生

選択を可能にし、男女平等が実現された社会を目指すため、実効性のある施策がなされるこ

とが期待されていると考える。 
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（１）性別 

【図 1 性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性（56.3％）の方が男性（42.6％）より多くなっている。 

 

 

（２）年齢 

【図 2 年齢構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢は、男女とも「60歳代」が最も多くなっている。「40歳代」は女性の方が、「70歳以

上」は男性の方が若干比率が高くなっている。 

 

 

無回答
1.2%

女性
56.3%

男性
42.6%

(N=1,647)

３３３３    回答者回答者回答者回答者のののの属性属性属性属性    

9.0

8.4

9.8

19.2

19.8

18.8

15.5

16.9

14.0

17.8

17.6

18.5

23.6

23.8

23.8

10.7

9.4

11.8

3.0

4.0

3.5

0.1

0.0

0.5全体(N=1647)

女性(N=927)

男性(N=701)

(%)

0 20 40 60 80 100

10歳代

20歳代

30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

無回答
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（３）居住地域 

【図 3 居住地域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地域は、全体では「忠岡東」が27.7％と最も多く、次いで、「忠岡中」が14.4％、「忠

岡南」が12.9％となっている。 

性別にみると、女性は「忠岡東」の比率が高くなっている。 

 

 

（４）居住開始時期 

【図 4 居住開始時期】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住開始時期は、全体では昭和46年以降（居住年数が概ね40年未満）が69.3％、平成３

年以降（居住年数が概ね20年未満）が33.2％となっている。平成13年以降の方も18.0％を

占めており、６人に１人は居住年数が８年以下の比較的新しい住民の方となっている。 

性別にみると、女性の方が男性より、居住時期が短い人の比率が高くなっている。 

 

27.7

29.9

25.1

12.9

12.7

13.3

14.4

14.2

14.8

8.0

7.8

8.3

11.4

11.0

12.0

9.7

9.6

10.0

7.3

6.9

8.0

7.9

7.7

8.3
0.1

0.0

0.1

0.1

0.2

0.7全体(N=1647)

女性(N=927)

男性(N=701)

(%)
0 20 40 60 80 100

忠岡東 忠岡南 忠岡中 忠岡北 馬瀬 北出 高月南

高月北 新浜

無回答

9.2

5.6

13.8

7.8

6.4

9.8

12.8

13.1

12.7

19.4

20.6

17.7

16.7

17.2

16.1

15.2

17.0

13.3

18.0

19.7

16.1 0.4

0.4

0.9全体(N=1647)

女性(N=927)

男性(N=701)

(%)
0 20 40 60 80 100

昭和25年以前から

昭和26年～35年

昭和36年～45年

昭和46年～昭和55年

昭和56年～平成２年

平成３年～平成12年

平成13年以降 無回答



 

- 16 - 

（５）家族構成・家族人数 

【図 5 家族構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族構成は、「夫婦と子どもの世帯」が44.2％で最も多く、次いで「夫婦だけの世帯」が

22.5％となっており、この２つで全体の３分の２を占めている。 

性別にみると、男女ともに「夫婦と子どもの世帯」が最も多いが、その比率は男性の方

が高くなっている。 

 

 

【図 6 家族人数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族人数は、「２人」が26.4％で最も多く、次いで「３人」が23.4％、「４人」が21.4％

となっている。 

性別にみても、さほど大きな違いはみられない。 

7.3

8.8

5.3

22.5

22.0

23.3

44.2

42.1

47.5

8.3

8.5

8.3

13.7

14.9

12.4

3.0

3.0

3.1

0.3

0.6

0.9全体(N=1647)

女性(N=927)

男性(N=701)

(%)
0 20 40 60 80 100

一人世帯 夫婦だけの世帯 夫婦と子どもの世帯

父親と子どもまたは

母親と子どもの世帯

三世代の世帯

その他

無回答

7.3

8.8

5.3

26.4

26.0

27.1

23.4

22.2

25.0

21.4

20.7

22.5

12.7

14.0

11.3

6.9

6.7

7.1 1.7

1.5

2.1全体(N=1647)

女性(N=927)

男性(N=701)

(%)
0 20 40 60 80 100

１人 ２人 ３人 ４人 ５人

６人以上

無回答
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26.4

24.4

28.7

15.5

15.9

15.4

19.1

20.5

17.4

33.1

33.8

32.5

5.9

5.5

6.0

全体(N=1647)

女性(N=927)

男性(N=701)

(%)
0 20 40 60 80 100

子どもはいない

女の子だけがいる

男の子だけがいる 女の子と男の子がいる 無回答

9.6

10.6

8.3

8.9

8.8

9.2

10.5

10.5

10.7

4.0

3.7

4.6

60.8

60.5

60.53.5

3.8

3.7

3.3

2.2

2.6全体(N=1116)

女性(N=650)

男性(N=458)

(%)
0 20 40 60 80 100

２歳以下

３歳以上就学前

小学生

中学生

高校生 高校生以上 無回答

（６）子どもの有無 

【図 7 子どもの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの有無については、「女の子と男の子がいる」が33.1％で最も多く、次いで「子ど

もはいない」が26.4％、「男の子だけがいる」が19.1％となっている。 

「女の子だけがいる」と「男の子だけがいる」を合わせると34.6％で、「女の子と男の子

がいる」とほぼ同じ比率となっている。 

性別にみると、男性の方が「子どもはいない」が若干高いものの、大きな違いはみられ

ない。 

 

（７）末子の成長段階 

【図 8 末子の成長段階】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもがいる回答者について、末子の成長段階をみると、「高校生以上」が60.8％を占め

ている。次いで「小学生」が10.5％、「２歳以下」が9.6％、「３歳以上就学前」が8.9％と

なっている。 

性別にみても、ほぼ同じ傾向となっている。 

 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．調査結果の分析 
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Ⅲ．調査結果の分析 

 

 

 

問30 あなたは、「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思いますか。（○は１つ） 

 

【図 1-1 性別役割分担意識】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            注記：内閣府調査は、「無回答」ではなく「わからない」 

 
 

◆男女ともに「男は仕事、女は家庭」に否定的な人が半数以上。 

「男は仕事、女は家庭」という考えについては、女性では「そうは思わない」が37.6％で

最も多く、次いで「どちらかというとそう思う」26.3％、「どちらかというとそうは思わない」

26.0％となっている。一方、男性でも「そうは思わない」が35.8％で最も多く、次いで「ど

ちらかというとそう思う」30.1％、「どちらかというとそうは思わない」21.7％の順である。 

『肯定的意見』（「そのとおりだと思う」と「どちらかというとそう思う」を合わせた値）

と『否定的意見』（「どちらかいうとそうは思わない」、「そうは思わない」を合わせた値）の

比率をみると、女性では32.0％対63.6％、男性では37.9％対57.5％となっている。男女とも

に『否定的意見』が半数を超えているが、女性の方が男性より『否定的意見』の比率が高く

なっている。（図1-1） 

１１１１    性別役割分担意識性別役割分担意識性別役割分担意識性別役割分担意識についてについてについてについて    

5.7

7.8

26.3

30.1

26.0

21.7

37.6

35.8 4.6

4.3忠岡町　女性(N=927)

男性(N=701)

(%)
0 20 40 60 80 100

そのとお

りだと思う

どちらかというと

そう思う
どちらかというと

そうは思わない そうは思わない 無回答

9.5

11.9

27.8

34.0

32.0

30.4

26.6

20.7 3.1

4.0内閣府　女性(N=1730)

男性(N=1510)

(%)
0 20 40 60 80 100

7.0

42.7

49.7

20.4

14.4

32.5

27.9

4.2

1.0

0.2大阪府　女性(N=382)

男性(N=298)

(%)
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【女性】

6.1

9.7

25.2

32.1

23.6

23.9

26.0

20.0

25.5

24.8

30.1

26.9

48.7

39.7

45.2

36.2

29.2

3.8

3.5

1.6

8.1

3.7

2.5

1.1

2.6

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)
(%)

0 20 40 60 80 100

そのとおりだと思う

どちらかというとそう思う どちらかというとそうは思わない

そうは思わない 無回答

【男性】

17.8

30.3

37.8

32.3

30.0

22.7

17.3

27.7

23.2

62.2

34.8

33.7

30.0

30.810.8

8.2

6.9

5.3

4.4
12.2

3.3

6.8

3.1

3.1

5.2

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250) (%)

0 20 40 60 80 100

そのとおりだと思う

どちらかというとそう思う どちらかというとそうは思わない

そうは思わない 無回答

◆忠岡町は大阪府や国調査より「男は仕事、女は家庭」に否定的。 

大阪府調査と比べると、忠岡町は『否定的意見』の比率が男女ともに高い。特に、男性に

ついては、大阪府調査では『肯定的意見』が56.7％と過半数を占めているのに対して、本町

では『否定的意見』が57.5％を占めている。 

また、内閣府調査と比べても、忠岡町は『否定的意見』の比率が男女ともに若干高いが、

特に「そうは思わない」と強く否定する比率が高くなっている。（図1-1） 

前回調査とは選択肢が異なるため単純に比較できないが、男女共に「同感しない」が「同

感する」を上回わり、また、男性の方が「同感する」の比率が高いという傾向は、前回調査・

今回調査ともに共通している。（図1-2） 

 

【図 1-2 性別役割分担意識（前回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆男女で意識の差が大きいのは 40 歳代。 

年齢別にみると、男女ともにどの年齢層でも『否定的意見』が『肯定的意見』を上回って

いる。とりわけ『否定的意見』の比率が高いのは、女性では40～49歳（70.0％）と16～29歳

（68.7％）、男性では16～29歳（74.4％）となっている。一方、『肯定的意見』の比率が比較

的高いのは、女性では60歳以上（35.7％）と30～39歳（33.7％）、男性では40～49歳（46.0％）

となっている。 

40～49歳の年齢層は、女性では最も『否定的意見』が多い年齢層であるが、男性では『肯

定的意見』が比較的多い年齢層となっており、男女の意見の相違が大きい年齢層といえる。

（図1-3） 

 

【図 1-3 性・年齢別 性別役割分担意識】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.7

22.8

55.4

48.1

31.9

29.1

前回調査　女性(N=276)

男性(N=237)

(%)
0 20 40 60 80 100

同感する どちらとも言えない 同感しない
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【女性】

18.3

24.2

29.8

18.3

26.8

27.6

58.0

41.3

30.2
7.6

3.0

3.8

4.7

4.8

1.5

仕事有

(正社員)

(N=131)

仕事有

(正社員除く)

(N=269)

仕事無

(N=510)
(%)

0 20 40 60 80 100

そのとおりだと思う

どちらかというとそう思う どちらかというとそうは思わない

そうは思わない 無回答

◆女性は仕事をもっている人の方が、男性は仕事をもっていない人の方が否定的。 

仕事の有無別にみると、女性は‘仕事をもっている人’の方が‘仕事をもっていない人’

より「男は仕事、女は家庭」という考え方に『否定的意見』の比率が高くなっており、特に

‘正社員’の場合にこの傾向が顕著となっている。 

一方、男性は、‘仕事をもっていない人’の方が『否定的意見』の比率が高く若干高くなっ

ており、男女で違いがみられる。（図1-4） 

 

【図 1-4 性・仕事の有無別 性別役割分担意識】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】

8.0

8.4

7.9

31.8

33.5

24.3

21.5

20.9

22.8

35.3

29.8

42.1
3.0

7.3

3.5

仕事有

(正社員)

(N=289)

仕事有

(正社員除く)

(N=191)

仕事無

(N=202)
(%)

0 20 40 60 80 100

そのとおりだと思う

どちらかというとそう思う どちらかというとそうは思わない

そうは思わない 無回答
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11.7

20.9

21.9

10.5

19.3

9.6

39.5

45.7

22.1

12.8

41.0

30.0

46.9

49.9

26.4

14.2

44.0

55.3

18.1

32.7

14.8

20.0

8.5

15.3

14.6

11.1

13.8

9.2

11.7

7.4

8.3

7.7

7.0

4.2

2.6

0.4

1.8

2.2

4.3

5.0

2.9

6.4

9.2

0.0

0.0

0.4

0.0

0.5

0.6

1.6

0.3

6.3

9.2

7.3

5.4

7.3

(%)

0 20 40 60 80 100

男性のほうが

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性のほうが

優遇されている
平等である

どちらかといえば

女性のほうが

優遇されている

女性のほうが

非常に優遇

されている

わからない

無回答

10.4

32.5

43.7

16.5

9.0

37.5

22.5

48.5

43.5

40.7

23.4

52.5

63.1

29.8

44.8

21.7

31.8

7.8

6.7

8.1

9.1

4.0

10.8

12.4

12.6

4.7

4.4

1.0

1.9

5.3

5.3

5.1

3.9

1.0

0.7

2.1

0.0

0.6

1.3

1.4

3.1

8.0

8.1

10.4

14.4

13.6

6.8

6.7

5.8

6.6

6.1

5.8

6.7

6.1

5.6

3.9

(%)

0 20 40 60 80 100

男性のほうが

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性のほうが

優遇されている 平等である

どちらかといえば

女性のほうが

優遇されている

女性のほうが

非常に優遇

されている

わからない

無回答

家  庭 

 

職  場 

 

地域活動の場 

 

学校教育の場 

 

政治の場 

 

法律や制度の上 

 

社会通念・習慣 

しきたりなど 

 

全体では 

 

 

（１）男女平等の現状認識 

 

問31 あなたは、今からあげるような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。（①～

⑧の項目それぞれについて、○は１つ） 

 

【図 2-1 性別・男女平等の現状認識】 

 【女性】（N=927）                【男性】（N=701） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆男女ともに、どの場面においても『男性優遇』が『女性優遇』を大きく上回っている。 

社会生活上の７つの場面について男女平等の現状認識をみると、いずれの場面においても、

男女ともに『男性優遇』（「男性のほうが非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性

のほうが優遇されている」をあわせた値）が『女性優遇』（「女性のほうが非常に優遇されて

いる」と「どちらかといえば女性のほうが優遇されている」をあわせた値）を大きく上回っ

ている。 

女性が『男性優遇』と答えた場面を多い順にみると、「職場」66.6％、次いで「社会通念・

慣習・しきたりなど」66.2％、「政治の場」63.9％、「家庭」51.2％となっており、これら４

２２２２    男女男女男女男女のののの地位地位地位地位のののの平等平等平等平等についてについてについてについて    
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つの場面では『男性優遇』が５割を超えている。 

一方、男性が『男性優遇』と答えた場面を多い順にみると、「社会通念・慣習・しきたりな

ど」58.9％、「職場」56.1％、「政治の場」50.1％と続き、これら３場面で『男性優遇』が５

割を超えている。 

７つの場面で「平等」が多いのは、男女とも「学校教育の場」と「地域活動の場」である。 

また、社会生活全体についてみても、男女ともに『男性優遇』が多く、女性で59.5％、男

性で48.2％を占めている。（図2-1） 

 

◆‘家庭’について、男女の認識の違いが大きい。 

女性と男性を比べると、どの場面も女性の方が『男性優遇』とする比率が高い。差が大き

い場面をあげると、「政治の場」が13.8ポイント、「法律や制度の上」が13.6ポイント、「家庭」

が13.4ポイントとなっている。 

一方男性は、どの場面も女性に比べて「平等」とする比率が高い。特に高いのは「学校教

育の場」の63.1％と「地域活動の場」の52.5％で、この２つの場面では５割以上が「平等」

とみている。 

男女で最も認識の違いがあるのは「家庭」で、女性では51.2％が『男性優遇』とみている

のに対して、男性では40.7％が「平等」と認識している。 

なお、すべての分野で、男女とも『女性優遇』は極めて少ない。（図2-1） 

 

◆大阪府調査と比べると、『男性優遇』の比率が低い場面が多い。 

大阪府調査と比べると、場面によって傾向が異なっている。 

女性の場合は、「職場」については、本調査の方が大阪府調査より『男性優遇』の比率が高

く不平等感が強い。逆に、「家庭」「地域活動の場」「政治の場」「法律や制度の上」「社会通念・

習慣・しきたりなど」の５場面については、本調査の方が大阪府調査より『男性優遇』の比

率が低く、「平等」が高くなっている。なお、「学校教育の場」は大阪府調査とほぼ同じ傾向

となっている。 

男性の場合は、「家庭」と「職場」について、本調査の方が大阪府調査より『男性優遇』の

比率が高く不平等感が強い。逆に、「社会通念・習慣・しきたりなど」については、本調査の

方が大阪府調査より『男性優遇』の比率が低く、「平等」が高くなっている。なお、これらを

除く他の場面については、大阪府調査と大きな相違はみられない。 

全体について、大阪府調査および内閣府調査と比べると、本調査は、男女ともに大阪府調

査や内閣府調査より『男性優遇』の比率が低く、「平等」が高くなっている。（図2-2） 

 

◆前回調査と比べて最も認識が変化したのは「家庭」。 

前回調査と比べると、男女ともにどの場面においても『女性優遇』の比率にはさほど変化

はみられないが、『男性優遇』が減少し、「平等」が増えている。最も変化が大きいのは「家

庭」で、『男性優遇』は女性で21.3ポイント、男性で31.9ポイント減少している。次いで「社

会通念・習慣・しきたりなど」については、女性で15.0ポイント、男性で24.6ポイント、「政

治の場」については、女性で20.0ポイント、男性で23.7ポイント減少している。（図2-3） 
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11.7

18.2

20.9

12.4

20.7

9.4

4.2

8.4

21.9

12.6

36.9

13.8

39.5

32.5

43.7

27.9

45.7

43.7

41.4

34.6

22.1

16.5

31.7

19.5

12.8

9.0

13.1

8.7

41.0

37.5

40.8

36.2

26.4

40.7

26.7

49.0

14.2

23.4

21.5

35.6

44.0

52.5

30.4

40.9

55.3

63.1

51.6

51.7

18.1

29.8

26.8

9.2

7.8

7.4

6.7

6.4

8.1

7.1

9.4

6.3

6.7

4.7

6.0

6.8

7.0

15.3

13.6

19.1

21.8

14.6

14.4

23.6

24.2

11.1

10.4

9.4

15.4

7.3

5.6

7.3

6.1

9.2

6.7

6.0

7.4

5.8

2.6

0.7

2.9
1.0

2.3

1.9

4.7

5.3

9.2

5.7

2.9

3.7

5.0

5.3

5.7

3.9

0.4

3.9

1.7

0.8

4.5

9.2

1.3

0.6

1.4

0.3
3.4

4.4

2.3

0.8

0.5

0.6
0.5

3.0
0.0

0.0

1.7

0.5

1.6

3.1
0.8

8.5

0.8

5.4

3.9

1.7

1.3

2.9

3.4

3.7

2.6

2.4

4.4

4.5

忠岡町　女性(N=927)

男性(N=701)

大阪府　女性(N=382)

男性(N=298)

忠岡町　女性(N=927)

男性(N=701)

大阪府　女性(N=382)

男性(N=298)

忠岡町　女性(N=927)

男性(N=701)

大阪府　女性(N=382)

男性(N=298)

忠岡町　女性(N=927)

男性(N=701)

大阪府　女性(N=382)

男性(N=298)

忠岡町　女性(N=927)

男性(N=701)

大阪府　女性(N=382)

男性(N=298)

男性のほうが

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性のほうが

優遇されている 平等である

どちらかといえば

女性のほうが

優遇されている

女性のほうが

非常に優遇

されている

わからない

無回答

②職 場 

③地域活動の場 

④学校教育の場 

⑤政治の場 

①家 庭 

【図 2-2 性別・男女平等の現状認識（大阪府・内閣府調査との比較）（その１）】 
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【図 2-2 性別・男女平等の現状認識（大阪府・内閣府調査との比較）（その２）】 

 

 

 

10.5

17.3

5.7

19.3

10.4

35.3

13.4

9.6

16.0

11.6

7.5

30.0

22.5

32.7

19.8

46.9

48.5

46.9

56.4

49.9

43.5

57.6

52.3

66.1

57.0

32.7

44.8

27.2

45.0

14.8

21.7

7.3

11.7

20.0

31.8

15.4

24.8

29.2

13.8

10.8

11.8

15.8

8.1

11.7

11.7

8.0

5.5

10.1

7.7

6.6

7.0

5.8

2.3

4.7

4.4

18.0

9.1

9.1

3.0

5.1

1.8

7.0

2.6

4.0

2.2

4.3

2.4

2.3

4.6

6.8

1.0

0.0

0.5
0.7

0.0

1.7

1.3

1.0

0.3

0.2

0.4

0.4

2.1
1.0

1.9

1.2

9.2

4.5

0.0

0.0

8.3

6.1

3.0

3.1

3.1

2.3

2.3

2.6

忠岡町　女性(N=927)

男性(N=701)

大阪府　女性(N=382)

男性(N=298)

忠岡町　女性(N=927)

男性(N=701)

大阪府　女性(N=382)

男性(N=298)

忠岡町　女性(N=927)

男性(N=701)

大阪府　女性(N=382)

男性(N=298)

内閣府　女性（1730)

男性（1510)

男性のほうが

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性のほうが

優遇されている 平等である

どちらかといえば

女性のほうが

優遇されている

女性のほうが

非常に優遇

されている

わからない

無回答⑥法律や制度の上 

⑦社会通念・習慣・しきたりなど 

⑧全体では 
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【図 2-3 性別・男女平等の現状認識（前回調査との比較）（その１）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 前回調査では、選択肢に「わからない」はない。 

※2 前回調査では、政治・経済の場となっている。 

 

<家 庭> 

<職 場> 

<学校教育の場> 

<政治の場>(※2) 

(※1) 

11.7

20.3

20.9

12.4

31.5

16.9

39.5

32.5

52.2

57.0

45.7

43.7

47.5

46.8

12.8

9.0

19.9

12.7

41.0

37.5

43.8

50.2

26.4

40.7

17.0

16.0

14.2

23.4

8.7

21.9

55.3

63.1

60.5

72.6

18.1

29.8

8.3

22.8

9.2

7.8

9.7

6.7

6.3

6.7

6.8

14.6

14.4

11.1

10.4

7.3

5.6

9.2

6.7

7.4

5.8

4.3

2.6

5.3

12.7

1.0

1.3

12.6

39.1

23.6

21.9

5.3

5.0

4.6

4.3

5.1

0.7

1.3

3.9

0.4

3.3

2.9

6.8

1.4
3.1

1.6

0.0

0.0

0.4

1.7

3.4

2.1
0.3

1.4

0.5

0.6

0.7

8.5

2.1

8.0

10.5

7.2

4.2

8.3

4.0

2.5

3.9

5.4今回調査　女性(N=927)

男性(N=701)

前回調査　女性(N=276)

男性(N=237)

今回調査　女性(N=927)

男性(N=701)

前回調査　女性(N=276)

男性(N=237)

今回調査　女性(N=927)

男性(N=701)

前回調査　女性(N=276)

男性(N=237)

今回調査　女性(N=927)

男性(N=701)

前回調査　女性(N=276)

男性(N=237)

男性のほうが

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性のほうが

優遇されている 平等である

どちらかといえば

女性のほうが

優遇されている

女性のほうが

非常に優遇

されている

わからない

無回答
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【図 2-3 性別・男女平等の現状認識（前回調査との比較）（その２）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆全体的にみて、女性の 40 歳代は『男性優遇』と認識する人が多い 

年齢別にみると、「「「「①①①①家庭家庭家庭家庭」」」」については、女性の 40～49 歳、50～59 歳で『男性優遇』とす

る割合が高く、６割を超えている。一方男性は、60 歳以上で最も『男性優遇』の比率が高い

が、それでも 44.4％にとどまっている。なお、「家庭」については、男女とも 16～29 歳の若

い年齢層では『女性優遇』が２割近くみられる。 

「「「「②②②②職場職場職場職場」」」」については、男女ともに 30～39 歳と 40～49 歳で最も『男性優遇』の比率が高

くなっており、特に女性では８割近くを占めている。 

「「「「③③③③地域活動地域活動地域活動地域活動のののの場場場場」」」」については、男女ともにどの年齢層でも「平等」が最も多く、その比

率が特に高いのは、女性では 16～29 歳（53.0％）、男性では 50～59 歳（60.8％）となってい

る。 

「「「「④④④④学校学校学校学校教育教育教育教育のののの場場場場」」」」については、全体的にみて最も「平等感」が強い場面であり、年齢に

よる認識の違いは少ない。 

「「「「⑤⑤⑤⑤政治政治政治政治のののの場場場場」」」」については、男女ともにどの年齢層も『男性優遇』が多数を占めており、

特に比率が高いのは、女性の 30～39 歳（73.4％）と 40～49 歳（67.5％）となっている。な

お、男性は年齢による認識の違いは少ない。 

「「「「⑥⑥⑥⑥法律法律法律法律やややや制度制度制度制度のののの上上上上」」」」については、女性はどの年齢層でも『男性優遇』が最も多いが、「平

等」も３割以上みられる。一方男性は、どの年齢層でも「平等」が『男性優遇』を上回って
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30.0
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46.9
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48.2

62.0
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8.1
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1.1

4.3

2.2

4.0
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9.1

8.0

0.4
2.1

0.4

0.4

1.3
0.0

0.7

9.2

2.1

7.6

11.2

3.4

6.1

8.3今回調査　女性(N=927)

男性(N=701)

前回調査　女性(N=276)

男性(N=237)

今回調査　女性(N=927)

男性(N=701)

前回調査　女性(N=276)

男性(N=237)

男性のほうが

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性のほうが

優遇されている 平等である

どちらかといえば

女性のほうが

優遇されている

女性のほうが

非常に優遇

されている

わからない

無回答
<法律や制度の上> 

<社会通念・習慣・しきたりなど> 
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【女性】

37.4

48.4

61.1

61.3

47.4

31.3

28.8

19.7

25.2

27.3

19.1

12.0

13.6

8.6

8.3

8.4

11.3

7.6

3.1

7.0

4.9

1.8

3.8

1.6

0.9

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)
(%)

0 20 40 60 80 100

男性優遇 平等 女性優遇

わからない

無回答

【男性】

27.8

31.1

37.8

39.2

44.4

43.3

44.7

37.8

40.8

38.4

17.8

14.4

14.3

8.5

6.8

8.9

8.3

7.1

6.2

5.2

2.2

1.5

3.1

5.4

5.2

16～29歳
(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳
(N=130)

60歳以上

(N=250)
(%)

0 20 40 60 80 100

男性優遇 平等 女性優遇

わからない

無回答

【女性】

62.6

77.2

77.1

69.9

54.9

14.8

17.8

14.6

7.0 13.9

17.5

12.5

11.5

4.3

2.5

3.1

1.6

4.9

7.0

4.9

11.4

1.7

1.1

1.9

4.3

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)
(%)

0 20 40 60 80 100

男性優遇 平等

女性優遇 わからない

無回答

【男性】

50.0

58.3

64.3

53.8

54.8

26.7

22.0

17.3

27.7

23.2

14.4

12.2

9.6

9.2

10.0

3.6

7.8

3.8

6.1

3.1

8.8

3.3

1.5

3.1

5.4

16～29歳
(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)
(%)

0 20 40 60 80 100

男性優遇 平等

女性優遇 わからない

無回答

おり、特に 50～59 歳や 60 歳以上で「平等」とする比率が高い。 

「「「「⑦⑦⑦⑦社会通念社会通念社会通念社会通念・・・・習慣習慣習慣習慣、、、、しきたりなどしきたりなどしきたりなどしきたりなど」」」」については、男女ともにどの年齢層でも『男性優遇』

が「平等」を大きく上回っている。特に『男性優遇』の比率が高いのは、女性では 30～39

歳（79.9％）と 40～49 歳（75.8％）、男性では 40～49 歳（66.3％）となっている。 

最後に、「「「「⑧⑧⑧⑧全体全体全体全体」」」」でみると、女性ではどの年齢層も『男性優遇』が「平等」を大きく上

回っており、特に 40～49 歳で『男性優遇』の比率が高くなっている。一方男性は、女性ほど

の年齢差はみられない。（図 2-4） 

 

 

【図 2-4 性・年齢別 男女平等の現状認識（その１）】 

 

注記：「男性のほうが優遇されている」と「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」を合わせて『男

性優遇』、「女性のほうが優遇されている」と「どちらかといえば女性のほうが優遇されている」を

合わせて『女性優遇』と記す。 
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【女性】

19.1

31.0

28.0

30.1

23.4

53.0

38.6

49.0

47.9

39.3

9.6

9.2

5.1

7.4

16.5

20.1

15.9

12.3

13.35.5 18.5

1.7

1.1

1.9

2.5

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)
(%)

0 20 40 60 80 100

男性優遇 平等 女性優遇

わからない

無回答

【女性】

14.8

14.7

17.8

16.0

14.6

61.7

56.0

61.1

60.7

46.8

11.3 10.4

20.1

15.9

12.3

13.3

7.6

1.9

6.7

3.2

22.1

4.3

3.2

1.6

1.7

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)
(%)

0 20 40 60 80 100

男性優遇 平等 女性優遇

わからない

無回答

【女性】

67.8

73.4

67.5

63.2

52.3

21.7

15.2

16.6

22.7

16.9

8.7

9.8

14.0

11.7

11.0

0.3

0.6

0.0

0.5

0.9

1.8

1.9

1.1

0.9

19.5

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)
(%)

0 20 40 60 80 100

男性優遇 平等

女性優遇 わからない

無回答

【男性】

48.9

54.5

54.1

46.2

48.4

31.1

28.0

26.5

33.1

30.0

11.1

12.9

12.2

10.8

8.0 10.0

5.6

3.0

4.1

3.8

3.6

3.3

1.5

3.1

6.2

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250) (%)

0 20 40 60 80 100

男性優遇 平等

女性優遇 わからない

無回答

【図 2-4 性・年齢別 男女平等の現状認識（その２）】 

③地域活動の場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④学校教育の場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤政治の場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】

15.6

12.9
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無回答
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わからない

無回答
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【図 2-4 性・年齢別 男女平等の現状認識（その３）】 

⑥法律や制度の上 
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【女性】
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3.1

16～29歳
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30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)
(%)

0 20 40 60 80 100

男性優遇 平等

女性優遇 わからない

無回答

【男性】

32.2

25.0

29.6

25.4

26.0

37.8

42.4

37.8

47.7

49.6

13.3

16.7

17.3

14.4

13.6
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10.8

10.8

6.0

10.0

7.6

6.2

3.1

2.3

2.2

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)
(%)

0 20 40 60 80 100

男性優遇 平等 女性優遇

わからない

無回答

【女性】

55.7

64.1

74.5

63.8

48.4

23.5

20.7

15.3

20.9

20.1

17.4

12.0

8.3

9.8

12.0
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16～29歳

(N=115)
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40～49歳
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(N=163)
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(N=308)
(%)
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男性優遇 平等

女性優遇 わからない

無回答

【男性】

46.7

40.2

50.0

49.2

52.0

32.2

37.1

28.6

35.4

28.0

10.0

9.8

8.2

8.9

12.1

10.2

11.2

2.4

5.4

6.4

4.6

5.4

3.1
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2.2

16～29歳

(N=90)

30～39歳
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40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)
(%)

0 20 40 60 80 100

男性優遇 平等

女性優遇 わからない

無回答

【女性】

59.1

79.9

75.8

69.9

53.9

21.7

17.8

15.3

14.8

10.8

10.3

1.9

3.7

3.2

0.0

2.6

10.1

6.1

7.0

8.7

2.5

3.2

1.1

1.7

18.8

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)
(%)

0 20 40 60 80 100

男性優遇 平等

女性優遇 わからない

無回答

【男性】

51.1

54.5

66.3

60.8

60.4

25.6

25.8

20.4

19.2

19.6

15.6

12.1

9.2

12.0

5.6

6.1

5.1

3.6

4.6

4.1

4.4

2.2

1.5

4.1

6.2

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250) (%)

0 20 40 60 80 100

男性優遇 平等

女性優遇 わからない

無回答



 

- 31 - 

（２）男女が平等になるために最も重要なこと 

 

問32 今後、男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために最も重要と思うことは何です

か。（○は３つ以内） 

 

【図 2-5 性別・男女が平等になるために最も重要なこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆女性は「偏見、社会通念、習慣、しきたりを改める」、男性は「男性の意識改革」が第１位 

男女が平等になるために重要なことについては、女性では「女性を取り巻く様々な偏見、

固定的な社会通念、習慣・しきたりを改める」が33.4％で最も多く、次いで「職場において

性別による待遇（配置や昇進など）の差をなくす」30.9％、「女性自身が経済力を得たり、知

識・技術を習得するなど、積極的に力の向上を図る」29.8％となっている。一方男性では、

19.0

33.4

29.8

16.4

29.3

21.5

24.9

30.9

13.8

1.1

4.9

4.4

26.7

29.0

23.0

21.3

32.7

22.8

17.0

27.5

13.1

2.4

5.3

5.8

0 10 20 30 40

法律や制度の上での見直しを行い、性差別

につながるものを改める

女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会

通念、慣習・しきたりを改める

女性自身が経済力を得たり、知識・技術を

習得するなど、積極的に力の向上を図る

女性の意識改革

男性の意識改革

小さいときから家庭や学校で男女平等につ

いて教える

育児・介護を支援する施設やサービスの充

実を図る

職場において性別による待遇（配置や昇進

など）の差をなくす

政府や企業などの重要な役職に一定の割合

で女性を登用する制度を採用・充実する

その他

わからない

無回答

(3LA%)

女性(N=927) 男性(N=701)



 

- 32 - 

「男性の意識改革」が32.7％で最も多く、次いで「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社

会通念、習慣・しきたりを改める」29.0％、「職場において性別による待遇（配置や昇進など）

の差をなくす」27.5％となっている。 

女性と男性で比率に差がある項目をみると、「法律や制度の上での見直しを行い、性差別に

つながるものを改める」については、女性はさほど重要視していないが、男性は比率が高く

第４番目に重要と考えている。逆に、「育児・介護を支援する施設やサービスの充実を図る」

と「女性自身が経済力を得たり、知識・技術を習得するなど、積極的に力の向上を図る」に

ついては、女性の方が比率が高くなっている。（図2-5） 

なお、「その他」意見はごく少数であるが、主な内容は「男女平等である必要はない」（４

件）、「男女は根本的に違うことを認識した上での対策が必要」（３件）などとなっている。 

 

◆男女ともに若い層で「職場において待遇の差をなくす」ことを重視。 

男女が平等になるために重要なことについて年齢別にみると、どの年齢層も上位３位にあ

げられる項目は共通しているが、年齢層によって微妙に順位が入れ替わっている。女性の16

～29歳および30～39歳、男性の16～29歳といった若い層では「職場において性別による待遇

（配置や昇進など）の差をなくす」の比率が高く、第１位となっている。女性では、40～49

歳は「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、習慣・しきたりを改める」が、50～

59歳では「男性の意識改革」が、60歳以上では「女性自身が経済力を得たり、知識・技術を

習得するなど、積極的に力の向上を図る」が最も多く支持されている。 

一方男性では、30～59歳は「男性の意識改革」が、60歳以上では「法律や制度上での見直

しを行い、性差別につながるものを改める」が第１位となっている。 

なお、男女が平等になるために重要なことについては、職業別でも若干意見の違いがみら

れる。（表2-1） 
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【表 2-1 性・年齢 男女が平等になるために最も重要なこと】 

(単位：％) 

   

対
象
者
数(

人) 

法
律
や
制
度
の
上
で
の
見
直
し
を
行

い
、
性
差
別
に
つ
な
が
る
も
の
を
改
め

る 女
性
を
取
り
巻
く
様
々
な
偏
見
、
固

定
的
な
社
会
通
念
、
慣
習
・
し
き
た
り

を
改
め
る 

女
性
自
身
が
経
済
力
を
得
た
り
、
知

識
・
技
術
を
習
得
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
力
の
向
上
を
図
る 

女
性
の
意
識
改
革 

男
性
の
意
識
改
革 

小
さ
い
と
き
か
ら
家
庭
や
学
校
で
男

女
平
等
に
つ
い
て
教
え
る 

育
児
・
介
護
を
支
援
す
る
施
設
や
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る 

職
場
に
お
い
て
性
別
に
よ
る
待
遇
（
配

置
や
昇
進
な
ど
）の
差
を
な
く
す 

政
府
や
企
業
な
ど
の
重
要
な
役
職
に

一
定
の
割
合
で
女
性
を
登
用
す
る
制

度
を
採
用
・
充
実
す
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全   体 1,647 22.3 31.4 26.8 18.4 30.7 22.0 21.6 29.1 13.6 1.6 5.0 5.3 

16～29 歳 115 16.5 32.2 20.9 12.2 19.1 20.0 30.4 35.7 13.9 4.3 8.7 1.7 

30～39 歳 184 20.1 32.1 25.0 12.0 26.1 17.9 28.8 42.9 13.6 1.1 2.2 3.3 

40～49 歳 157 19.1 37.6 33.1 19.1 32.5 22.3 28.0 29.9 14.0 0.6 2.5 0.0 

50～59 歳 163 11.7 38.7 27.6 25.2 42.9 20.9 23.9 28.8 14.7 0.6 3.7 3.1 

女

性 

60 歳以上 308 23.1 29.9 35.4 14.6 26.3 24.0 19.5 23.4 13.3 0.3 6.8 9.1 

16～29 歳 90 30.0 25.6 21.1 23.3 32.2 26.7 13.3 36.7 8.9 0.0 3.3 6.7 

30～39 歳 132 22.0 31.1 23.5 26.5 31.1 17.4 15.9 29.5 11.4 3.8 5.3 3.0 

40～49 歳 98 21.4 32.7 21.4 22.4 36.7 19.4 16.3 24.5 7.1 5.1 9.2 3.1 

50～59 歳 130 23.1 30.0 18.5 22.3 36.9 23.1 20.0 20.0 12.3 3.1 4.6 10.8 

年

齢

別 

男

性 

60 歳以上 250 32.0 27.2 26.4 16.8 30.0 25.2 17.6 28.0 18.0 1.2 4.8 5.6 

正社員・正職員 131 17.6 38.9 34.4 17.6 29.0 22.1 32.8 31.3 19.8 2.3 2.3 0.8 

契約社員・派遣社員 27 18.5 33.3 29.6 18.5 18.5 14.8 25.9 37.0 14.8 0.0 3.7 3.7 

自営業主・家族従業員 57 21.1 31.6 31.6 19.3 31.6 14.0 17.5 21.1 12.3 1.8 5.3 12.3 

パート・アルバイト 185 17.3 32.4 32.4 16.2 35.1 22.2 26.5 30.8 13.0 0.5 3.2 2.7 

学生・生徒 38 13.2 31.6 21.1 7.9 13.2 15.8 23.7 44.7 13.2 0.0 18.4 2.6 

専業主婦・主夫 299 17.7 32.4 27.8 17.7 31.8 22.4 25.8 33.1 12.0 1.3 4.0 4.0 

女

性 

無  職 173 24.3 33.5 28.3 12.7 23.7 22.0 17.9 27.2 13.3 0.6 7.5 7.5 

正社員・正職員 289 19.7 32.9 23.5 25.6 32.9 21.1 17.6 26.0 10.4 4.2 6.2 4.5 

契約社員・派遣社員 47 25.5 42.6 21.3 10.6 31.9 23.4 25.5 27.7 17.0 0.0 2.1 2.1 

自営業主・家族従業員 98 23.5 18.4 19.4 18.4 30.6 25.5 19.4 20.4 11.2 4.1 8.2 11.2 

パート・アルバイト 46 47.8 26.1 28.3 26.1 39.1 28.3 13.0 37.0 6.5 0.0 0.0 2.2 

学生・生徒 33 30.3 21.2 15.2 36.4 45.5 24.2 12.1 36.4 6.1 0.0 3.0 3.0 

専業主婦・主夫 12 50.0 33.3 8.3 16.7 16.7 25.0 16.7 41.7 8.3 0.0 0.0 8.3 

職

業

別 

男

性 

無  職 157 33.1 25.5 25.5 14.6 31.2 22.9 15.3 28.7 21.0 0.6 5.7 6.4 

※属性内で一番高い比率に濃い網掛け、二番目に高い比率に薄い網掛け 
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（１）結婚の有無 

問33 あなたは結婚していらっしゃいますか。（○は１つ） 

 

【図 3-1 結婚の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆既婚（事実婚を含む）が約７割。 

結婚の有無については、「結婚しているまたは結婚していないがパートナーと暮している」

が女性では 67.9％、男性では 71.5％を占めて、最も多くなっている。 

大阪府調査と比べると、男女ともに「未婚」の比率が高くなっている。（図 3-1） 

 

◆前回調査に比べて結婚率は低下。 

結婚している比率（「結婚はしていないが、パートナーと暮している」を含む）を年齢別に

みると、女性は50歳代の84.2％を頂点とした山型を描いている。一方、男性は概ね年齢が高

くなるほど結婚している比率が高くなっている。 

これを前回調査と比べると、女性では50歳代と70歳代、男性では70歳代を除いて、どの年

齢層でも今回調査の方が結婚している比率が低い。特に女性の30歳代～40歳代、男性の30歳

代～60歳代で低くなっており、晩婚化、非婚化や熟年離婚の増加が伺える。 

（図3-2、図3-3） 

３３３３    結婚結婚結婚結婚・・・・家庭生活家庭生活家庭生活家庭生活についてについてについてについて    

15.4

12.4

74.1

81.9

10.5

4.7

大阪府　女性(N=382)

男性(N=298)

(%)
0 20 40 60 80 100

未婚 結婚している
結婚したが、離別
または死別した

18.3

21.1

67.9

71.5

12.0

4.7 2.7

1.8忠岡町　女性(N=927)

男性(N=701)

(%)
0 20 40 60 80 100

未婚

結婚しているまたは結婚していないが、

パートナーと暮している

結婚したが、離別
または死別した

無回答
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【女性】

75.7

24.5 69.0

79.0

84.7

69.5 23.73.2

6.1

11.5

22.6

9.6

1.7

4.9

7.4

0.0

1.6

0.0

1.8

3.6

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳
(N=163)

60歳以上

(N=308)

0 20 40 60 80 100

未婚

結婚しているまたは結婚して

いないが、パートナーと暮している

結婚したが、離別

または死別した

無回答

【男性】

78.9

31.8 65.9

77.6

76.2

88.02.8

11.5

13.3

20.0

1.1

1.5

7.1

6.2

6.0

0.0

0.8

2.0

6.2

3.2

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)
(%)

0 20 40 60 80 100

未婚

結婚しているまたは結婚して

いないが、パートナーと暮している

結婚したが、離別

または死別した

無回答

【図 3-2 性・年齢別 結婚率の比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   注記：今回調査は、「結婚しているまたは結婚していないがパートナーと暮している」比率 

      前回調査は、「結婚している」比率 

      今回調査の集計は 16～19 歳を除く 

 

 

【図 3-3 性・年齢別 結婚の有無（今回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜女性の結婚率＞

32.1

60.9
72.9

84.7

79.0

69.0

60.0

80.6

84.2

88.5
84.6

34.0

20

30

40

50

60

70

80

90

100

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

(%)

今回調査（N=890) 前回調査（N=276）

＜男性の結婚率＞

26.1

65.9

77.6 76.2

86.8

90.4

29.2

86.5 84.8

91.5
95.6

88.5

20

30

40

50

60

70

80

90

100

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

(%)

今回調査（N=697) 前回調査（N=237）
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28.0

17.7

20.0

25.7

19.0

25.2

17.4

25.4

22.1

13.0

18.1

10.6

9.0 10.8

10.7

11.4

7.0

9.0
①結婚は個人の自由

であるから、結婚しなく

てもどちらでもよい

②結婚しても

必ずしも子どもをもつ

必要はない

③結婚しても、

うまくいかないときは

離婚すればよい

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成

どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対

反対

わからない

無回答

30.0

23.4

26.3

28.7

21.6

31.1

20.3

24.8

18.1

12.6

7.1

9.4

11.0

6.6

6.0 7.4

8.2

7.3

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成
どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対

反対

わからない

無回答

（２）結婚・離婚に関する考え方 

 

問36 結婚、家庭生活について、あなたのご意見をおうかがいします。（それぞれについて、○は

１つ） 

【図 3-4 結婚・離婚に関する考え方（忠岡町）】 

【女性（N=927）】                     【男性（N=701）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 3-5 結婚・離婚に関する考え方（大阪府）】 

 【女性（N=382）】                     【男性（N=298）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」に女性は賛成、男性は反対が多い。 

結婚・離婚に関する３つの意見について、『賛成』（「賛成」と「どちらかといえば賛成」の

合計）をみると、男女ともに「結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもどちらでもよ

い」（女性58.7％、男性53.7％）が最も多く、次いで「結婚してもうまくいかないときは離婚

35.2

24.2

17.8

28.2

19.8

30.9

21.5

27.9

28.5

8.4

18.5

10.4

8.4

11.1

5.7

1.3

1.3

1.0

①結婚は個人の自由
であるから、結婚しなく

てもどちらでもよい

②結婚しても

必ずしも子どもをもつ
必要はない

③結婚しても、
うまくいかないときは

離婚すればよい

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成
どちらかと
いえば賛成

どちらかと

いえば反対

反対

わからない

無回答

50.8

31.9

26.7

23.3

21.2

29.8

17.5

28.3

23.3

3.9

9.9

12.8

4.5

8.1

6.8

0.5

0.5

0.0

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成

どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対

反対

わからない

無回答
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すればよい」（女性57.4％、男性45.2％）、「結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」（女

性45.0％、男性36.7％）となっている。 

性別にみると、「結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」については、女性では『賛

成』が『反対』（「反対」と「どちらかといえば反対」の合計）を上回っているが、男性は逆

に『反対』が『賛成』より多くなっている。また、「結婚してもうまくいかないときは離婚す

ればよい」については、男女ともに『賛成』の方が『反対』より多いが、『賛成』の比率は、

女性の57.4％に対して男性は45.2％と12.2ポイントの差がみられる。（図3-4） 

 

◆忠岡町では、大阪府調査より「結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもどちらでもよ

い」には否定的。 

結婚・離婚に関する考え方を大阪府調査と比較すると、「結婚は個人の自由であるから、結

婚しなくてもどちらでもよい」について、考え方の違いがみられる。大阪府調査では『賛成』

が、女性では74.1％、男性では63.4％と多いのに対して、本調査では女性で15.4ポイント、

男性で9.7ポイント低くなっている。（図3-4、図3-5） 

 

◆年齢が若いほど、自由な結婚観をもっている。 

結婚・離婚に関する考え方を年齢別にみると、「結婚は個人の自由であるから、結婚しなく

てもどちらでもよい」と「結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」については年齢的

な傾向が似ている。概ね年齢が若いほど『賛成』の比率が高く、年齢が高くなるほど『反対』

の比率が高くなっている。 

また、「結婚してもうまくいかないときは離婚すればよい」という意見については、女性で

は59歳まではどの年齢層も『賛成』が６割以上であるのに対して、60歳以上になると『賛成』

は大きく減少している。一方男性では、16～29歳で『賛成』の比率が高いが、年齢による差

は比較的少ない。（図3-6） 

 

◆未婚の男女は、既婚者より「結婚は個人の自由」「結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はな

い」に賛成が多い。 

結婚の有無別にみると、‘未婚’の場合に特徴がある。「結婚は個人の自由であるから、結

婚しなくてもどちらでもよい」について、未婚女性では78.8％、未婚男性では69.6％が『賛

成』と回答している。また、「結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」についても、未

婚女性の61.2％、未婚男性の50.0％が『賛成』しており、若い人ほど自由な結婚観をもって

いるようであるが、それが非婚化、少子化に結びついているとも考えられる。（図3-7） 

 

◆正社員の女性は「結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもどちらでもよい」に賛成が

多い。 

結婚・離婚に関する考え方は仕事の有無別によっても違いがみられる。仕事をもっている

女性は「結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもどちらでもよい」に『賛成』する比

率が高く、特に正社員の場合に『賛成』が高くなっている。 

また、仕事をもっている男性は、「結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」に『賛成』

する比率が高いが、男性の場合は仕事の有無と年齢が相関しているため、年齢的な傾向が反

映された結果であると考えられる。（図3-8） 



 

- 38 - 

【図 3-6 性・年齢別 結婚、離婚に関する考え方】 

注記：「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合わせて「賛成」、「反対」と「どちらかといえば

反対」を合わせて「反対」として記す。（図 3-7、図 3-8 も同様） 

 

①結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもどちらでもよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③結婚しても、うまくいかないときは離婚すればよい 

 

 

 

 

 

 

【女性】

62.6

60.3

54.8

39.3

27.3

22.6

27.7

31.2

45.4

47.7 15.69.4

9.6

9.2

12.1

6.7

5.2

2.7

1.9

8.6

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)
(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【男性】

55.6

50.0

38.8

38.5

21.2

32.2

31.8

43.9

46.9

51.6 19.2

12.2

13.6

11.1

8.0

2.3

12.3

5.1

4.5

1.1

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)
(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【女性】

61.7

64.7

63.1

61.3

46.4

20.9

20.1

22.3

22.1

29.9

12.5

12.7

12.7

11.0

7.4

11.3

9.2

1.9

2.7

6.1

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)
(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【男性】

55.6

45.5

48.0

43.8

41.2

28.9

37.9

32.7

32.3

31.2

14.4

14.3

13.1

18.0

11.4

9.6

10.8

5.1

5.3

1.1

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)
(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【女性】

79.1

65.8

72.6

57.1

40.6

20.7

21.7

31.3

37.3

9.6

8.8

3.7

4.5

10.3

6.1

13.3

8.0

1.3

3.3

5.2

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)
(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【男性】

75.6

63.6

52.0

46.9

44.4

21.2

34.7

36.9

36.0

12.3

14.4

14.4

10.6

10.0

8.2

3.8

5.2

0.0

4.5

5.1

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)
(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答



 

- 39 - 

【図 3-7 性・結婚の有無別 結婚・離婚に関する考え方】 

 

①結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもどちらでもよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③結婚しても、うまくいかないときは離婚すればよい 

 

【女性】

78.8

55.2

55.9

10.0

32.6

22.5 11.7

9.9

6.2

8.2

6.0

2.9

未　　婚

(N=170)

既　　婚

(N=629)

離別または死別

(N=111)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【男性】

69.6

49.5

63.6

12.2

37.1

24.2

3.0

5.6

12.8

9.1

7.8

5.4

未　　婚

(N=148)

既　　婚

(N=501)

離別または死別

(N=33)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【女性】

61.2

43.6

35.1

21.8

42.1

39.6

13.5

7.8

14.4

10.8

6.5

3.5

未　　婚

(N=170)

既　　婚

(N=629)

離別または死別

(N=111)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【男性】

50.0

32.5

54.5

31.1

49.7

21.2

13.5

8.0

18.2

6.1

9.8

5.4

未　　婚

(N=148)

既　　婚

(N=501)

離別または死別

(N=33)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【女性】

68.8

56.6

50.5

12.9

28.5

20.7

8.9

17.1 11.7

14.7

6.0

3.5

未　　婚

(N=170)

既　　婚

(N=629)

離別または死別

(N=111)

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【男性】

48.6

43.5

72.7

29.7

35.5

15.5

11.4

15.212.1

0.0

9.6

6.1

未　　婚

(N=148)

既　　婚

(N=501)

離別または死別

(N=33)

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答
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【図 3-8 性・仕事の有無別 結婚・離婚に関する考え方】 

 

①結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもどちらでもよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③結婚しても、うまくいかないときは離婚すればよい 

 

【女性】

72.5

61.7

53.7

18.3

28.6

28.4

8.0

6.9

5.2

9.8

4.5

2.3

仕事有

(正社員)
(N=131)

仕事有
(正社員除く)

(N=269)

仕事無

(N=510)

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【男性】

56.4

52.4

51.5

31.1

30.9

28.7

8.4

5.2

7.6

11.4

11.5

4.8

仕事有
(正社員)

(N=289)

仕事有
(正社員除く)

(N=191)

仕事無
(N=202)

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【女性】

63.4

58.4

55.1

22.9

24.9

24.5

11.4

10.8

10.7

9.0

5.9

3.1

仕事有

(正社員)

(N=131)

仕事有

(正社員除く)

(N=269)

仕事無

(N=510)

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【男性】

48.1

45.5

41.6

32.5

31.9

34.2

13.5

9.4 13.1

13.9

10.4

5.9

仕事有

(正社員)

(N=289)

仕事有

(正社員除く)

(N=191)

仕事無

(N=202)

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【女性】

54.2

46.8

42.0

33.6

36.4

39.0

8.6

10.8

9.2

10.4

5.9

3.1

仕事有

(正社員)

(N=131)

仕事有
(正社員除く)

(N=269)

仕事無

(N=510)

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【男性】

44.3

35.1

28.7

41.9

41.9

48.0

13.6

13.9

9.4

9.4

8.0 5.9

仕事有

(正社員)
(N=289)

仕事有

(正社員除く)

(N=191)

仕事無

(N=202)

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答
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（３）家庭における役割意識 

 

問37 家庭における役割について、あなたはどのようにお考えですか。配偶者（パートナー）が

いない方も、お考えを聞かせてください。（それぞれについて、○は１つ） 

 

【図 3-9 性別 家庭における役割意識（その１）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.1

24.4

41.5

38.7

27.4

26.1

1.0

0.4

2.0

1.2

1.1

1.7

1.3

1.1

5.4

3.6女性(N=927)

男性(N=701)

(%)
0 20 40 60 80 100

主に夫の役割

どちらかといえば
夫の役割

両方同じ
程度の役割

どちらかといえば
妻の役割 主に妻の役割

わからない 該当なし

無回答

23.8

21.3

40.9

45.1

29.6

24.8

0.1

0.0

0.2

0.9

1.3

0.8

0.8

1.7

3.9

5.0

女性(N=927)

男性(N=701)

(%)

0 20 40 60 80 100

主に夫の役割

どちらかといえば
夫の役割

両方同じ
程度の役割

どちらかといえば
妻の役割 主に妻の役割

わからない
該当なし

無回答

56.9

54.9

23.4

20.5

7.6

5.8

3.8

6.8

0.3

0.2

0.9

0.2

4.4

3.6

6.3

4.4
女性(N=927)

男性(N=701)

(%)
0 20 40 60 80 100

主に夫の役割

どちらかといえば

夫の役割

両方同じ

程度の役割

どちらかといえば

妻の役割

主に妻の役割

わからない

該当なし

無回答

①生活費を 

かせぐ 

②日常の家計

の管理 

③日常の家事 

 

④老親や病人の

介護や看護 

 

29.1

35.8

47.2

41.9 15.0

16.8

0.6

0.2

0.3

0.0 1.5

1.1

1.5

1.6

3.6

3.7

女性(N=927)

男性(N=701)

0 20 40 60 80 100

主に夫の役割

どちらかといえば

夫の役割
両方同じ

程度の役割

どちらかといえば

妻の役割

主に妻の役割

わからない

該当なし

無回答

(%)
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【図 3-9 性別・家庭における役割意識（その２）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆夫が生活費をかせぎ、妻が日常の家事、育児、家計管理を分担する役割意識が定着。 

全体を通してみると、「生活費をかせぐ」「日常の家計の管理」「日常の家事」「育児」など

において、明らかに役割分担意識が見受けられる。 

「生活費をかせぐ」については、『夫の役割』（「主に夫の役割」と「どちらかといえば夫の

役割」の合計）と考える人が圧倒的に多く、女性では76.3％、男性では77.7％となっている。 

一方、『妻の役割』と考える人が最も多いのは「日常の家事」で、女性の70.5％、男性の69.9％

が『妻の役割』としている。次いで、「日常の家計の管理」については、女性の68.9％、男性

の64.8％、「育児」については、女性の45.3％、男性の49.6％が『妻の役割』と回答している。 

また、「両方同じ程度の役割」と考える人が多いのは「子どもの教育としつけ」で、女性の

71.8％、男性の66.8％、次いで「老親や病人の介護や看護」については、女性の56.9％、男

性の54.9％、「町内会や自治会などの地域活動」については、女性の54.8％、男性の48.9％が

「両方同じ程度の役割」と回答している。 

71.8

66.8

13.6

15.3

6.3

4.9

0.9

0.0

2.7

0.8

1.3

0.9

3.0

2.2

5.3

4.5女性(N=927)

男性(N=701)

(%)
0 20 40 60 80 100

主に夫の役割

どちらかといえば

夫の役割

両方同じ

程度の役割

どちらかといえば

妻の役割

主に妻の役割

わからない

該当なし

無回答

46.4

39.5

33.1

36.9

12.2

12.7

1.1

0.9 6.70.1

0.0

0.0

0.2

2.4

3.1

4.6女性(N=927)

男性(N=701)

(%)
0 20 40 60 80 100

主に夫の役割

どちらかといえば

夫の役割

両方同じ
程度の役割

どちらかといえば
妻の役割

主に妻の役割 わからない

該当なし

無回答

15.9

18.1

54.8

48.9

9.1

10.4

6.7

7.1

4.0

2.8

3.0

3.7 3.1

3.4

5.0

4.0女性(N=927)

男性(N=701)

(%)
0 20 40 60 80 100

主に夫の役割

どちらかといえば

夫の役割

両方同じ
程度の役割

どちらかといえば
妻の役割

主に妻の役割
わからない

該当なし

無回答

⑤子どもの教

育としつけ 

 

⑥育 児 

 

⑦町内会や自

治会など地

域活動 
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なお、男女ともにほぼ同じ傾向となっている。（図3-9） 

 

◆忠岡町は、育児について「両方同じ程度の役割」と考える人が比較的多い。 

家庭の仕事の役割分担についての考え方を大阪府調査と比較すると、「育児」について、若

干考え方に違いがみられる。大阪府調査では女性の65.4％、男性の66.1％が『妻の役割』と

考えているのに対して、本調査では女性では45.3％、男性では49.6％と大阪府調査よりかな

り低く、その分「両方同じ程度の役割」と考える人の比率が高くなっている。（図3-10） 

 

◆16～29 歳の層では「両方同じ程度の役割」の比率が比較的高い。 

年齢別にみても、全体的な傾向は共通しているが、どの分野についても、男女ともに16～

29歳で「両方同じ程度の役割」とする比率が高くなっている。（図3-11） 

次に、既婚女性（事実婚を含む）だけを取り出して、仕事の有無別にみると、正社員の場

合は、正社員以外や仕事をもっていない人より全般的に「両方同じ程度の役割」とする比率

が高いものの、「生活費をかせぐ」については、正社員であっても約６割は『夫の役割』と考

えている。（図3-12） 
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76.4

18.7

16.8

23.1

23.8

56.9

71.8

46.4

54.8

68.9

70.4

31.0

19.8

45.3

12.7

3.6

7.1

0.2

0.8

0.4

0.3

1.6

0.2

6.7

1.1

0.9

0.8

1.7

1.5

7.0

6.7

8.2

4.6

4.6

5.1

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度

妻の役割

わからない

該当なし

無回答

77.7

22.1

15.0

24.4

21.3

54.9

66.8

39.5

48.9

64.8

69.9

26.4

20.1

49.6

13.4

13.1

0.1

3.6

1.1

0.9

3.0

0.9 1.1

1.1

1.3

4.4

1.3

0.9

7.1

8.4

9.8

8.3

6.7

6.7

5.3①生活費をかせぐ

②日常の家計の管理

③日常の家事

④老親や病人の

介護や看護

⑤子どもの教育としつけ

⑥育児

⑦町内会や自治会など

地域活動

0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度

妻の役割

わからない

該当なし

無回答

76.4

18.7

16.8

23.1

23.8

56.9

71.8

46.4

54.8

68.9

70.4

31.0

19.8

45.3

12.7

3.6

7.1

0.2

0.8

0.4

0.3

1.6

0.2

6.7

1.1

0.9

0.8

1.7

1.5

7.0

6.7

8.2

4.6

4.6

5.1

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度

妻の役割

わからない

該当なし

無回答

77.7

22.1

15.0

24.4

21.3

54.9

66.8

39.5

48.9

64.8

69.9

26.4

20.1

49.6

13.4

13.1

0.1

3.6

1.1

0.9

3.0

0.9 1.1

1.1

1.3

4.4

1.3

0.9

7.1

8.4

9.8

8.3

6.7

6.7

5.3①生活費をかせぐ

②日常の家計の管理

③日常の家事

④老親や病人の

介護や看護

⑤子どもの教育としつけ

⑥育児

⑦町内会や自治会など

地域活動

0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度

妻の役割

わからない

該当なし

無回答

【図 3-10 性別・家庭における役割意識（大阪府調査との比較）】 

注記：「夫の役割」と「どちらかといえば夫の役割」を合わせで「夫の役割」、「妻の役割」と「ど

ちらかといえば妻の役割」を合わせて「妻の役割」として記す。（図 3-11、図 3-12 も同様） 

 

   【忠岡町女性】(N=927)                 【忠岡町男性】(N=701) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大阪府調査 女性】(N=382)             【大阪府調査 男性】(N=298) 
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27.7

24.1

68.1

77.0

30.1

63.4

66.2

72.5

25.4

18.8

65.4

16.2

80.1

2.4

0.3

0.3

0.5

14.4

0.3

0.5

6.0

4.2

3.7

6.3

3.1

3.7

2.6

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度

妻の役割

該当なし

無回答

85.9 12.1

26.8

21.1

67.4

75.5

30.5

50.7

69.5

76.5

25.5

20.5

66.1

20.125.2

0.0

1.7

1.3

1.7

0.0

0.0

4.0

3.4

2.4

5.7

2.3

2.0

2.0①生活費をかせぐ

②日常の家計の管理

③日常の家事

④老親や病人の

介護や看護

⑤子どもの教育としつけ

⑥育児

⑦町内会や自治会など

地域活動

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度

妻の役割

該当なし

無回答
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【図 3-11 性・年齢別 家庭における役割意識（その１）】 

①生活費をかせぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②日常の家計の管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③日常の家事 

【女性】

66.1

79.9

79.0

74.8

77.6

17.4

14.0

18.4

12.0

30.4

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.5

2.5

1.2

1.0

3.5

4.5

5.5

8.8

2.2

0.016～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)

0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度

妻の役割

わからない

該当なし・

無回答

(%)

【男性】

64.4

75.0

83.7

79.2

80.8

14.4

13.3

10.0

12.4

32.2

1.1

0.8

0.0

2.3

0.4

2.2

2.3

1.0

0.8

0.4

0.0

7.6

2.0

7.7

6.0

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳
(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度

妻の役割

わからない

該当なし・

無回答

【女性】

27.0

23.4

20.4

27.6

20.5

67.0

72.3

71.3

65.6

68.2

2.6

1.2

1.3

1.1

0.9

4.3

0.5

3.2

1.8

0.6 8.1

0.9

2.7

3.8

3.7

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)
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(N=163)

60歳以上

(N=308)

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割
両方同じ程度

妻の役割

わからない
該当なし・

無回答
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9.2
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2.0

7.6

1.1

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度 妻の役割

わからない 該当なし・

無回答

【女性】

40.9

23.9

21.7

27.0

16.9

55.7

73.9

73.2

68.7

73.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

0.3

1.2

0.6

0.0

2.6

8.4

3.1

4.5

2.2

0.9

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割

両方同じ程度 妻の役割

わからない
該当なし・

無回答

【男性】

38.9

27.3

15.3

24.6

57.8

62.1

81.6

62.3

77.6

0.8

1.5
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0.8

1.1

12.4 0.4
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(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割

両方同じ程度 妻の役割

わからない

該当なし・

無回答
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【女性】
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46.8 12.3

0.3
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60歳以上

(N=308)
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0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度 妻の役割

わからない
該当なし・

無回答

【男性】
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47.0

53.1

32.3

29.2

44.4

43.9

42.9
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0.0
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0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度 妻の役割

わからない
該当なし・

無回答

【図 3-11 性年齢別・家庭における役割意識（その２）】 
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52.7

54.1

62.0

54.2

27.8

37.0

38.2
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48.5
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16.8

2.2

3.0

0.0

0.8

0.4

8.9

6.8

4.1

3.1

2.4

5.6

7.1

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)

(%)

0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度 妻の役割

わからない

該当なし・

無回答

【女性】

84.3

74.5

70.1

68.7

68.2

20.7

25.5

23.3

17.5 11.7

0.9

0.0

0.0

1.2

1.3

12.2

2.6

0.0

0.0

0.6

1.3

0.0

4.9

4.5

6.1

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度 妻の役割

わからない

該当なし・

無回答 【男性】

77.8

68.2

77.6

63.1

59.6

20.5

15.3

21.5

22.8

9.2

13.2

4.0

4.6

2.0

3.0

3.3

15.6

3.3

0.4

1.5

0.0

2.3

5.1

6.1

0.0

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度 妻の役割

わからない
該当なし・

無回答
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【図 3-11 性年齢別・家庭における役割意識（その３）】 

⑦町内会や自治会など地域活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】

19.0

15.9

18.4

23.7

65.2

52.2

56.7

57.7

50.0

15.2

13.4

17.2

9.7 10.7

8.7 9.6

13.9

6.5

6.4

3.7

5.8

2.6

7.1

7.6

3.1

16～29歳
(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上
(N=308)

(%)

0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度 妻の役割

わからない
該当なし・

無回答

【男性】

17.3

19.2

32.8

64.4

49.2

54.1

50.8

40.0

15.9

20.4

13.8

11.6 10.0

15.2

12.2 6.7

13.3

9.1

5.6

6.2

4.1

10.0

10.6

4.1

3.3

16～29歳
(N=90)

30～39歳
(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上
(N=250)

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度 妻の役割

わからない
該当なし・

無回答
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35.7

25.1

12.4

60.7

74.3

83.1

0.5

0.0

0.0

0.5

0.0

0.0

3.4

0.5

3.6

仕事有

(正社員)

(N=56)

仕事有

(正社員除く)

(N=191)

仕事無

(N=378)

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割

両方同じ程度 妻の役割

わからない
該当なし・

無回答

57.1

59.7

51.3

30.4

36.1

34.9 9.5

0.0

0.0

0.8 3.4

1.6

1.8

10.7

2.6

仕事有

(正社員)

(N=56)

仕事有

(正社員除く)

(N=191)

仕事無

(N=378)

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割

両方同じ程度 妻の役割

わからない
該当なし・

無回答

78.6

68.1

69.8

14.3

30.4

20.6

1.6

0.0

0.0

0.5

0.0

0.0

7.4

1.6

7.1

仕事有

(正社員)

(N=56)

仕事有

(正社員除く)

(N=191)

仕事無

(N=378)

(%)

0 20 40 60 80 100

夫の役割

両方同じ程度 妻の役割

わからない
該当なし・

無回答

50.0

45.5

40.7

42.9

51.3

50.8

0.5

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

7.1

3.1

7.1

仕事有

(正社員)

(N=56)

仕事有

(正社員除く)

(N=191)

仕事無

(N=378)

(%)

0 20 40 60 80 100

夫の役割

両方同じ程度 妻の役割

わからない
該当なし・

無回答

【図 3-12 仕事の有無別 家庭における役割意識（既婚女性のみ）】 

①生活費をかせぐ               ②日常の家計の管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ③日常の家事               ④老親や病人の介護や看護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ⑤子どもの教育としつけ                 ⑥育児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ⑦町内会や自治会など地域活動 

 

 

 
12.5

18.8

20.6

71.4

58.1

51.1

14.7

15.6

7.1

6.9

4.2

1.8

5.8

4.2

7.1

仕事有

(正社員)

(N=56)

仕事有

(正社員除く)

(N=191)

仕事無

(N=378)

(%)

0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度 妻の役割

わからない

該当なし・

無回答

58.9

86.9

83.3

37.5

11.9

10.5

0.3

0.5

0.0

0.5

0.0

0.0

4.0

2.1

3.6

仕事有

(正社員)

(N=56)

仕事有

(正社員除く)

(N=191)

仕事無

(N=378)

(%)
0 20 40 60 80 100

夫の役割 両方同じ程度

妻の役割

わからない

該当なし・

無回答

28.6

19.9

20.6

64.3

74.9

73.8

1.6

2.1

3.6

0.3

0.5

0.0

3.7

2.6

3.6

仕事有

(正社員)

(N=56)

仕事有

(正社員除く)

(N=191)

仕事無

(N=378)

(%)

0 20 40 60 80 100

夫の役割

両方同じ程度 妻の役割

わからない

該当なし・

無回答
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8.2

16.7

49.2

42.4

25.5

22.0

12.5

13.70.7

0.4

4.6

4.2忠岡町　女性(N=927)

男性(N=701)

(%)
0 20 40 60 80 100

行政や外部のサービスには頼らず、

自宅で家族等から介護してもらいたい

ホームヘルパーやデイサービス等

を利用しながら主に自宅で
介護してもらいたい

特別養護老人ホーム等の

施設に入所したい

その他

わからない

無回答

8.7

41.4

40.3

44.2

36.6

3.1

3.4

9.4

10.4

1.8

0.7

0.0大阪府　女性(N=382)

男性(N=298)

(%)
0 20 40 60 80 100

サービスには頼らず、
自宅で介護してほしい

サービスを利用しながら
自宅で介護してほしい

特別養護老人ホーム等
の施設に入所したい その他

わからない

無回答

 

 

（１）希望する介護方法 

 

問34 もしあなた自身が介護を要する状態になった場合、どのようにしてほしいと思いますか。 

（○は１つ） 

 

【図 4-1 性別 希望する介護方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆男女ともに約６割は自宅での介護希望。 

希望する介護方法については、男女ともに「ホームヘルパーやデイサービス等を利用しな

がら主に自宅で介護してもらいたい」が４割以上を占め、これに「特別養護老人ホーム等の

施設に入所したい」が20％台で続いている。 

「行政や外部のサービスには頼らず、自宅で家族等から介護してもらいたい」と「ホーム

ヘルパーやデイサービス等を利用しながら主に自宅で介護してもらいたい」を合わせた『自

宅での介護希望』は、女性では57.4％、男性では59.1％とほぼ同じ比率であるが、男性は「行

政や外部のサービスには頼らず、自宅で家族等から介護してもらいたい」の比率が女性の２

倍となっている。（図4-1） 

なお、「その他」意見はごく少数であるが、主な内容は「要介護度によって介護方法が異な

る」（３件）が最も多くなっている。 

 

４４４４    介護介護介護介護についてについてについてについて    



 

- 50 - 

◆大阪府調査より自宅での介護を希望する比率が高い。 

希望する介護方法を大阪府調査と比べると、男女ともに「特別養護老人ホーム等の施設に

入所したい」の比率が低く、自宅介護、特に家族だけによる介護を希望する比率が高くなっ

ている。大阪府調査では「サービスに頼らず自宅で介護してほしい」は少数であるが、本調

査では、女性で8.2％と大阪府調査の4.6倍、男性では16.7％と大阪府調査の約２倍となって

いる。（図4-1） 

 

◆前回調査より、サービスを利用した自宅介護を希望する比率が上昇。 

前回調査とは選択肢が若干異なるが、「家庭、家族だけで介護してほしい」は男女ともに低

下し、「家庭で、公的在宅福祉サービスを利用して介護してほしい」と「家庭で、民間のシル

バーサービスなどを利用して介護してほしい」を合わせた『サービスを利用して、介護して

ほしい』が上昇している。前回調査以降、介護保険制度が定着したこともあり、サービス利

用への抵抗感が少なくなったことが伺える。（図4-1、図4-2） 

 

◆60 歳以上は自宅介護を希望する比率が高い。 

年齢別に希望する介護方法をみると、自宅介護を希望する比率が高いのは、女性では30～

39歳、50～59歳および60歳以上、男性では40～49歳と60歳以上となっている。特に、男女と

も60歳以上で自宅介護を希望する比率が高くなっている。（図4-3） 

 

 

【図 4-2 性別 希望する介護方法（前回調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.2

28.3

26.1

27.0

6.9

6.3

17.0

7.6

19.6

15.6

1.4

1.3

17.8

13.9

女性(N=276)

男性(N=237)

(%)
0 20 40 60 80 100

家庭で、家族だけで

介護してほしい

家庭で、公的在宅福祉

サービスを利用して

介護してほしい

家庭で、民間のシルバー

サービスなどを利用して

介護してほしい

介護つきの

シルバーマンション

などに入居したい

病院や特別養護

老人ホームなどの

施設に入所したい その他 わからない
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【図 4-3 性・年齢別 希望する介護方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】

40.0

48.4

42.0

50.9

55.8

27.7

35.7

25.2

21.1

24.3

9.4

7.4

5.7

7.6

10.4 20.0

1.7

0.0

1.2

0.0

0.0

7.5

12.3

14.6

12.0

6.2

3.1

1.9

4.3

3.5
16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)
(%)

0 20 40 60 100

行政や外部のサービスには頼らず、

自宅で家族等から介護してもらいたい

ホームヘルパーやデイサービス等を利用

しながら主に自宅で介護してもらいたい 特別養護老人ホーム等

の施設に入所したい

その他 わからない 無回答

80

【男性】

14.4

16.7

13.3

16.2

19.2

35.6

34.8

46.9

33.1

51.6

24.4

26.5

19.4

29.2

21.1

15.9

18.4

16.0 0.0

0.8

0.0

1.5

2.2

9.6

10.8

3.6

10.0

2.0

4.5

2.2
16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)
(%)

0 20 40 60 80 100

行政や外部のサービスには頼らず、

自宅で家族等から介護してもらいたい

ホームヘルパーやデイサービス等を利用

しながら主に自宅で介護してもらいたい 特別養護老人ホーム等

の施設に入所したい

その他

わからない

無回答
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49.7

2.4

26.1

1.8

0.0

1.8

0.0

7.9

0.6

7.9

1.8

79.5

4.1

4.1

0.7

0.0

0.7

0.0

3.4

0.7

6.8

0.0

0 20 40 60 80

配偶者

息子

娘

息子の妻

娘の夫

その他の家族（女性）

その他の家族（男性）

家族以外の人

その他

わからない

無回答

(%)

男性(N=146）女性(N=165）

43.6

1.9

28.9

2.3

0.2

0.8

0.6

10.0

1.9

8.5

1.5

73.4

3.4

5.8

1.4

0.0

1.4

1.0

3.6

1.4

6.8

1.7

020406080

(%)

女性(N=532) 男性(N=414)

（２）介護してもらいたい相手 

 

《問34で「１．行政や外部のサービスには頼らず、自宅で家族等から介護してもらいたい」また

は「２．ホームヘルパーやデイサービス等を利用しながら主に自宅で介護してもらいたい」と回答

された方におたずねします。》 

問35 自宅で介護される場合、主に誰に介護してもらいたいと思いますか。将来、そういう状況

となったと仮定して、希望をお聞かせください。（○は１つ） 

 

【図 4-4 介護してもらいたい相手】 

 ＜忠岡町＞                    ＜大阪府＞ 
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◆介護してもらいたい相手は、男性は「配偶者」、女性は「配偶者」と「娘」。 

介護してもらいたい相手については、男女とも「配偶者」が最も多いが、その比率をみる

と、女性の43.6％に対して男性は73.4％と、男性の方が約30ポイント高くなっている。一方、

女性は「娘」が28.9％と男性に比べて高くなっている。 

介護してもらいたい相手を大阪府調査と比べると、ほぼ同様の傾向を示している。 

（図4-4） 

 

◆男性の 60 歳以上の約８割は配偶者に介護してもらいたいと考えている。 

年齢別にみると、男女ともにどの年齢層でも「配偶者」が最も多いが、その比率をみると、

男性の60歳以上で81.4％と高く、女性の60歳以上の約２倍となっている。（表4-1） 

 

【表 4-1 性・年齢別 介護してもらいたい相手】 

(単位：％) 

   

対
象
者
数(

人) 

配
偶
者 

息
子 

娘 息
子
の
妻 

娘
の
夫 

そ
の
他
の
家
族
（
女
性
）

 

そ
の
他
の
家
族
（
男
性
）

 

家
族
以
外
の
人 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 955 56.5 2.5 18.8 2.0 0.1 1.0 0.7 7.3 1.7 7.6 1.6 

16～29 歳 58 36.2 1.7 34.5 0.0 1.7 1.7 0.0 5.2 6.9 10.3 1.7 

30～39 歳 103 43.7 1.9 29.1 1.9 0.0 1.0 0.0 10.7 0.0 10.7 1.0 

40～49 歳 75 45.3 1.3 32.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.3 2.7 8.0 1.3 

50～59 歳 95 53.7 0.0 25.3 2.1 0.0 0.0 1.1 8.4 0.0 8.4 1.1 

女

性 

60 歳以上 201 40.3 3.0 27.9 4.0 0.0 1.0 1.0 11.9 2.0 7.0 2.0 

16～29 歳 45 55.6 2.2 4.4 2.2 0.0 2.2 2.2 6.7 2.2 17.8 4.4 

30～39 歳 68 66.2 2.9 8.8 1.5 0.0 1.5 0.0 5.9 2.9 10.3 0.0 

40～49 歳 59 71.2 5.1 1.7 1.7 0.0 1.7 3.4 6.8 0.0 6.8 1.7 

50～59 歳 64 73.4 4.7 6.3 0.0 0.0 3.1 1.6 4.7 0.0 3.1 3.1 

年

齢

別 

男

性 

60 歳以上 177 81.4 2.8 6.2 1.7 0.0 0.6 0.0 0.6 1.7 4.0 1.1 

※属性内で一番高い比率に濃い網掛け、二番目に高い比率に薄い網掛け 
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【女性(N=927)】

14.1

2.9

6.1

20.0

4.1

32.3

18.7

0.9

1.0

01020304050

(%)

【男性(N=701)】

41.2

6.7

14.0

6.6

4.7

1.7

22.4

1.1

1.6

0 10 20 30 40 50

会社・団体・官公庁などの

正社員・正職員

契約社員や派遣社員

自営業主または

家族従業員

パート・アルバイト

（学生バイトを除く）

学生・生徒

専業主婦・主夫

無職

（専業主婦・主夫を除く）

その他

無回答

(%)

 

 

（１）就労状況 

 

問6 あなたの職業は何ですか。（○は１つ） 

 

【図 5-1 性別 職業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆前回調査に比べて就業率が低下。 

職業をみると、女性では「専業主婦」が32.3％で最も多く、次いで「パート・アルバイト

（学生バイトを除く）」20.0％、「無職（専業主婦を除く）」18.7％となっている。一方、男性

では「会社・団体・官公庁などの正社員・正職員」が41.2％で最も多く、次いで「無職（専

業主夫を除く）」22.4％、「自営業主または家族従業員」14.0％の順である。（図5-1） 

前回調査と、仕事をしている人の比率（就業率）を比べると、女性では30歳代、男性では

70歳代を除いて、他の年齢層では今回調査の方が就業率が低くなっている。とりわけ、男性

の16～29歳では、前回調査に比べて26.5ポイントも低くなっている。（図5-2） 

 

◆女性では 40 歳代以上ではパート・アルバイトが中心。 

女性は、16～29歳では、「正社員・正職員」、30～59歳では「パート・アルバイト」、60歳以

上で「自営業主または家族従業員」が最も多くなっている。 

一方男性は、60歳以上を除くと、どの年齢層でも「正社員・正職員」が最も多く、その比

率は40～49歳の73.5％をピークとする山型を描いている。60歳以上になると女性と同様に「自

営業主または家族従業員」が最も多くなっている。なお、「契約社員や派遣社員」「パート・

アルバイト」については、どの年齢層でも１割に満たない。（図5-3） 

５５５５    就労就労就労就労についてについてについてについて    



 

- 55 - 

【女性の就業率】
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【図 5-2 性・年齢別 仕事をしている人の比率（前回調査との比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記：前回調査と比較するため、今回調査は 16～19 歳を除いて集計している 

 

 

【図 5-3 性・年齢別 職業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性の就業率(N=927)】
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（２）女性が仕事を持つことについての考え 

 

問38 あなたは、一般的に女性が仕事を持つことについて、どうお考えですか。（○は１つ） 

 

【図 5-4 性別・女性が仕事を持つことについての考え】 

          【忠岡町調査】                    【大阪府調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注記：忠岡町調査の「無回答」には「わからない」を含む   

 

 

◆男女とも『子育て後パートタイム就業』への支持が最も多い。 

女性が仕事を持つことについての考えをみると、男女ともに「子育ての時期だけ一時やめ、

その後はパートタイムで仕事を続けるのがよい」（子育て後パートタイム就業）が最も多く、

女性では36.6％、男性では25.7％となっている。次いで「結婚や出産にかかわらず、仕事を

続ける方がよい」（就業継続）が女性で27.5％、男性で23.3％、「子どもができるまで仕事を

持ち、子どもができたら家事や子育てに専念する方がよい」（出産退職）が女性で14.6％、男

性で18.4％となっており、男女で考え方はほぼ共通している。 

「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続けるのがよい」（子育て後
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パートタイム就業）と「子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続けるの

がよい」（子育て後フルタイム就業）を合わせた『子育て再就業』を支持する人は、女性では

44.0％、男性では35.8％である。（図5-4） 

なお、「その他」意見の主な内容は、「個人の自由」（41件）、「各家庭の事情によって決める

こと、家族の状況に応じて考えればよいなど」（12件）、「収入の多い方がすればよい、経済的

理由など」（７件）などとなっている。 

 

◆前回調査より『子育て後再就業』は低下。 

これを大阪府調査と比べると、全体的な傾向はほぼ同様となっているが、『子育て後フルタ

イム就業』は、大阪府調査より若干低くなっている。（図5-4） 

内閣府調査とは選択肢の表現が異なるが、内閣府調査の「子どもができても職業を続ける

のがよい」と今回調査の「結婚や出産にかかわらず、仕事を持ち続ける方がよい」を同義と

解釈して比較すると、今回調査の方が、男女とも約20ポイント低くなっている。 

（図5-4、図5-5） 

また、前回調査と比べると、『子育て後再就業』は、女性で12.9ポイント、男性で14.4ポイ

ント減少し、男女とも『就業継続』や『出産退職』の比率が増加している。（図5-4、図5-6） 

 

◆男性の 16～29 歳、40～49 歳では『就業継続』、60 歳以上では『出産退職』が第１位。 

年齢別にみると考えに違いがみられ、特に男性で差が大きい。 

女性では、どの年齢層も『子育て後パートタイム就業』が最も多いが、特に30～39歳で45.1％

と他の年齢層より比率が高くなっている。また、60歳以上では『出産退職』が21.8％と多く、

この年齢層で『子育て後パートタイム就業』に次いで支持されている。 

一方男性では、16～29歳と40～49歳の年齢層で『就業継続』がそれぞれ34.4％、27.6％と

多く、この２つの年齢層では第１位となっている。また、60歳以上は女性と同様に『出産退

職』が25.2％と多く、この年齢層の第１位となっている。 

なお、「仕事には就かない方がよい」（非就業）は、どの年齢層でも極めて少ない。（図5-7） 
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【図 5-5 性別 女性が仕事を持つことについての考え（内閣府調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 5-6 性別 女性が仕事を持つことについての考え（前回調査）】 
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【図 5-7 性・年齢別 女性が仕事を持つことについての考え】 
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（３）男女が対等に働くために必要なこと 

 

問39 男女が対等に働くためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つ以内） 

 

【図 5-8 男女が対等に働くために必要なこと】 
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◆女性は「育児・介護休業のとりやすさ」、男性は「能力を発揮できる配置」が第１位。 

男女が対等に働くために必要なことについては、女性では「男女ともに育児・介護休業な

ど休暇を取りやすいようにする」が49.7％で最も多く、次いで「男女ともに、能力を発揮で

きる配置を行う」が36.5％、「賃金、昇給の男女の格差をなくす」が33.1％となっている。 

一方男性では、「男女ともに、能力を発揮できる配置を行う」が39.4％で最も多く、次いで

「男女ともに育児・介護休業など休暇を取りやすいようにする」34.8％、「賃金、昇給の男女

の格差をなくす」32.0％となっている。男女で１位と２位の順位が入れ替わっているが、上

位３位にあげられる項目は共通している。（図5-8） 

なお、「その他」意見はごく少数であるが、主な内容は「保育所等の充実、子どもを見てく

れる場」（５件）、「対等でなくてよい」（３件）などとなっている。 

 

◆女性はどの年齢層でも「育児・介護休業のとりやすさ」が第１位。 

年齢別にみると、女性ではどの年齢層も「男女ともに育児・介護休業など休暇を取りやす

いようにする」が第１位となっているが、その比率は年齢が若い層で高い。第２位について

は、16～29歳と50歳以上では「男女ともに、能力を発揮できる配置を行う」、30～49歳では「賃

金、昇給の男女の格差をなくす」となっている。 

一方男性は、16～39歳の若い年齢層では「男女ともに育児・介護休業など休暇を取りやす

いようにする」が最も多く、40～49歳では「賃金、昇給の男女の格差をなくす」、50歳以上で

は「男女ともに、能力を発揮できる配置を行う」が第１位となっている。 

項目ごとの年齢的な特徴をみると、「男女ともに、能力を発揮できる配置を行う」について

は、女性の50～59歳で49.1％と特に高くなっている。また、全体では比較的少ない「結婚退

職、出産退職の慣行をなくす」については、男性の16～29歳で25.6％と比較的高く、同じ年

齢層の女性と比べて支持が高くなっている。（表5-1） 

 

◆男女で職業別の傾向は異なる。 

項目ごとに職業別の特徴をみると、「男女ともに育児・介護休業など休暇を取りやすいよう

にする」については、女性の‘正社員・正職員’や‘契約社員・派遣社員’‘学生・生徒’‘専

業主婦・主夫’で特に比率が高く、50％を超えている。「男女ともに、能力を発揮できる配置

を行う」については、女性の‘学生・生徒’と男性の‘契約社員・派遣社員’で、「賃金、昇

給の男女の格差をなくす」については、女性の‘正社員・正職員’と男女とも‘学生・生徒’

で、「女性の雇用機会を拡大する」については、女性の‘自営業主・家族従業員’と‘パート・

アルバイト’、男性の‘契約社員・派遣社員’で比率が高くなっている。 

「パートタイマー・派遣労働者の給与・労働条件を改善する」については、男女ともに‘パ

ート・アルバイト’では４割前後と高くなっているが、女性では‘契約社員・派遣社員’も

40.7％と高いのに対して、男性の‘契約社員・派遣社員’では25.5％に留まっている。 

また、全体では比較的下位にランクされる「結婚退職、出産退職の慣行をなくす」につい

ては、男性の‘専業主夫’で41.7％と高くなっている。 

以上のように、男女で職業別の傾向はやや異なっている。（表5-1） 
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【表 5-1 性・年齢、性・職業別、男女が対等に働くために必要なこと】 

(単位：％) 

   

対
象
者
数(

人) 

女
性
の
雇
用
機
会
を
拡
大
す
る 

賃
金
、
昇
給
の
男
女
の
格
差
を
な
く
す 

男
性
中
心
の
組
織
運
営
を
見
直
し
、
女
性
の
管
理
職

へ
の
登
用
を
進
め
る 

男
女
と
も
に
、
能
力
を
発
揮
で
き
る
配
置
を
行
う 

女
性
の
能
力
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
教
育
・
研
修
機
会
を
充
実
す
る 

女
性
の
採
用
・
登
用
・
教
育
訓
練
な
ど
に
目
標
を
設

け
た
り
、
女
性
の
進
出
を
促
す
計
画
を
策
定
す
る 

結
婚
退
職
、
出
産
退
職
の
慣
行
を
な
く
す 

男
女
と
も
に
育
児
・
介
護
休
業
な
ど
休
暇
を
取
り
や

す
い
よ
う
に
す
る 

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
派
遣
労
働
者
の
給
与
・
労
働
条

件
を
改
善
す
る 

男
性
に
対
し
て
、
職
場
に
お
い
て
男
女
が
対
等
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
普
及
さ
せ
る 

女
性
自
身
の
職
業
に
対
す
る
自
覚
・
意
欲
を
高
め
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 1,647 28.3 32.5 11.1 37.8 6.7 6.3 19.1 43.1 22.4 11.2 14.7 1.2 3.6 3.6 

16～29 歳 115 29.6 34.8 5.2 37.4 7.0 6.1 16.5 59.1 20.0 9.6 8.7 0.0 2.6 0.0 

30～39 歳 184 32.1 34.8 9.2 31.5 4.3 6.0 19.0 56.5 25.5 9.2 6.5 2.2 2.7 1.6 

40～49 歳 157 31.8 34.4 9.6 29.3 7.6 5.7 17.8 55.4 30.6 12.1 12.1 2.5 2.5 0.6 

50～59 歳 163 26.4 33.7 8.0 49.1 4.3 6.1 20.9 51.5 32.5 7.4 14.1 0.0 1.8 3.1 

女

性 

60 歳以上 308 32.5 30.5 8.8 36.0 8.4 7.1 21.4 38.3 18.5 11.4 17.5 0.6 4.9 6.5 

16～29 歳 90 26.7 35.6 15.6 35.6 12.2 6.7 25.6 38.9 25.6 14.4 13.3 0.0 1.1 1.1 

30～39 歳 132 23.5 25.0 9.8 34.8 6.8 4.5 14.4 41.7 16.7 8.3 17.4 4.5 5.3 4.5 

40～49 歳 98 20.4 38.8 16.3 36.7 5.1 4.1 16.3 29.6 20.4 14.3 18.4 2.0 5.1 1.0 

50～59 歳 130 23.1 31.5 13.8 41.5 4.6 8.5 18.5 28.5 14.6 16.9 16.9 1.5 4.6 6.2 

年

齢

別 

男

性 

60 歳以上 250 28.0 31.6 17.2 42.8 7.2 6.0 20.0 35.2 21.6 10.8 18.0 0.0 3.6 4.8 

正社員・正職員 131 21.4 41.2 10.7 39.7 9.2 7.6 20.6 62.6 11.5 6.9 16.0 3.8 0.8 1.5 

契約社員・派遣社員 27 29.6 29.6 7.4 40.7 3.7 0.0 18.5 55.6 40.7 7.4 14.8 3.7 0.0 0.0 

自営業主・家族従業員 57 38.6 33.3 10.5 40.4 7.0 10.5 15.8 36.8 19.3 5.3 12.3 1.8 0.0 5.3 

パート・アルバイト 185 36.2 32.4 3.8 32.4 4.3 4.9 22.2 48.1 45.4 8.6 9.7 1.1 1.1 1.1 

学生・生徒 38 34.2 42.1 5.3 44.7 2.6 7.9 13.2 50.0 5.3 13.2 2.6 0.0 5.3 0.0 

専業主婦・主夫 299 30.1 29.4 10.7 38.8 6.7 6.0 21.7 52.8 19.4 14.4 12.4 0.3 4.3 2.3 

女

性 

無  職 173 31.2 30.6 8.1 30.1 7.5 6.4 16.2 38.7 24.9 9.2 14.5 0.0 6.9 8.7 

正社員・正職員 289 23.9 29.4 15.9 39.1 7.3 5.5 18.0 37.0 17.6 11.8 19.0 2.8 3.8 2.1 

契約社員・派遣社員 47 36.2 29.8 10.6 48.9 8.5 6.4 19.1 40.4 25.5 8.5 19.1 2.1 0.0 2.1 

自営業主・家族従業員 98 25.5 23.5 9.2 36.7 6.1 7.1 12.2 27.6 14.3 8.2 16.3 1.0 7.1 9.2 

パート・アルバイト 46 17.4 32.6 10.9 39.1 6.5 2.2 21.7 41.3 39.1 21.7 13.0 0.0 2.2 6.5 

学生・生徒 33 15.2 48.5 6.1 36.4 6.1 6.1 18.2 45.5 15.2 15.2 12.1 0.0 3.0 0.0 

専業主婦・主夫 12 25.0 33.3 33.3 16.7 8.3 0.0 41.7 16.7 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0 8.3 

職

業

別 

男

性 

無  職 157 27.4 39.5 18.5 42.0 7.0 7.0 21.7 30.6 22.9 14.0 15.9 0.0 4.5 3.8 

※属性内で一番高い比率に濃い網掛け、二番目に高い比率に薄い網掛け 
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74.3

21.7

63.6

65.7

42.9 16.8 8.9 7.9

33.0

22.0

30.6

0.8

0.5

0.8

0.0

0.0

0.0

1.6

1.0

1.3

1.3

1.8

1.8

1.6
(%)

0 20 40 60 80 100

賛成

どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対

わからない

無回答

71.1

31.9

43.3

53.4

48.0

49.7

40.6

5.0

23.5

2.3

2.0

2.3

0.0

0.3

5.4

0.3

1.0

2.0

7.0

0.0

2.7

2.7

2.7

2.7

①性別にこだわらず

子どもの個性を

伸ばす方がよい

②女の子は女らしく、

男の子は男らしく、

しつけるのがよい

③性別にこだわらず

家事ができるように

育てるのがよい

④性別にこだわらず

経済的に自立できるよう

に育てるのがよい

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成

どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対 反対

わからない

無回答

 

 

（１）子どもの教育方針 

 

《全員の方に、おたずねします》 

問42 家庭における子どもの教育方針について、どうお考えですか。お子さんがいない方も、お

考えをお聞かせください。（①～④の項目それぞれについて、○は１つ） 

【図 6-1 子どもの教育方針についての考え】 

   【女性】(N=927)】                 【男性】(N=701)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 6-2 子どもの教育方針についての考え（大阪府調査）】 

    【女性】（N=382)                   【男性】(N=298) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６６６    子育子育子育子育てについててについててについててについて    

72.4

19.3

51.6

65.2

18.6

44.7

37.3

1.1

14.9

24.7
1.0

2.4

0.1

0.4

0.2

6.4

2.9

2.4

7.7

1.3

6.1

5.9

7.1

6.5

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成

どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対 反対

わからない

無回答

69.3

32.2

38.7

58.6

41.1

41.8

28.2

7.6 8.3

8.1

19.7

2.0

1.4

5.8

0.0

0.4

1.1

4.6

2.1

3.6

4.4

6.3

7.7

6.8

①性別にこだわらず

子どもの個性を

伸ばす方がよい

②女の子は女らしく、

男の子は男らしく、

しつけるのがよい

③性別にこだわらず

家事ができるように

育てるのがよい

④性別にこだわらず

経済的に自立できるよう

に育てるのがよい

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成
どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対

わからない

無回答
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◆男女ともどの考え方も『賛成』が多数で『反対』は少数。特に積極的な「賛成」が多いのは

「性別にこだわらず、子どもの個性を伸ばす方がよい」という考え方 

子どもの教育方針に関する４つの意見について、賛否を尋ねた。 

全体を通してみると、男女とも『賛成』（「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合わせた

値）が『反対』（「反対」と「どちらかといえば反対」を合わせた値）を大きく上回っている。

中でも、「①性別にこだわらず、子どもの個性を伸ばす方がよい」については、女性の72.4％、

男性の69.3％が積極的に「賛成」している。次いで「④性別にこだわらず、経済的に自立で

きるように育てるのがよい」は女性の65.2％、男性の58.6％が、「③性別にこだわらず家事が

できるように育てるのがよい」も女性の51.6％、男性の38.7％が積極的に「賛成」している。 

このように、総じて男女同じように育てる考え方が浸透してきているが、一方で「②女の

子は女らしく、男の子は男らしく、しつけるのがよい」には、女性の64.0％、男性の73.4％

が『賛成』している。 

性別にみると、男女ともいずれについても『賛成』が『反対』を上回っていて違いはみら

れない。但し、積極的な「賛成」の比率に着目すると、男性は、「②女の子は女らしく、男の

子は男らしく、しつけるのがよい」に積極的に「賛成」する比率が女性より高くなっている

のに対して、女性は「②女の子は女らしく、男の子は男らしく、しつけるのがよい」以外の

考え方について、男性より高くなっている。（図6-1） 

 

◆属性に関わらず『賛成』が大多数を占めている 

子どもの教育方針については、大阪府調査と比べてもほぼ同様の傾向となっている。 

（図6-2） 

また、年齢別や、子どもの有無・性別にみても、どの考え方についても『賛成』が大多数

を占め、目立った違いはみられない。（図6-3、図6-4） 
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【図 6-3 性・年齢別 子どもの教育方針（その１）】 

 

注記：「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合わせて『賛成』、「反対」と「どちらかといえば

反対」を合わせて『反対』として記す。（図 6-4 も同様） 

 

①性別にこだわらず、子どもの個性を伸ばすのがよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②女の子は女らしく、男の子は男の子らしく、しつけるのがよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】

97.4

92.4

95.5

91.4

85.1

0.9

3.3

1.3

1.2

0.3

0.9

2.2

1.3

1.2

1.0

0.9

2.2

1.9

6.1

13.6

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成
反対

わからない

無回答

【男性】

92.2

89.4

89.8

90.0

86.8 1.2

2.3

3.1

2.3

2.2

1.2

0.8

2.0

4.5

3.3

10.8

6.9

5.1

3.8

2.2
16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【女性】

94.8

89.7

96.2

89.6

82.1 12.73.2

2.5

0.0

4.9

2.6

1.9

2.5

1.9

3.3

2.6

5.5

1.9

2.2

0.0
16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上
(N=308)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

【男性】

90.0

84.1

81.6

83.1

73.6 14.08.8

2.2

6.1

7.1

6.9

4.4

6.1

6.1

3.1

3.6

3.3

3.8

5.1

6.9

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳
(N=130)

60歳以上

(N=250)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成
反対

わからない

無回答
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【図 6-3 性・年齢別 子どもの教育方針（その２）】 

 

③性別にこだわらず、家事ができるように育てるのがよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④性別にこだわらず、経済的に自立できるように育てるのがよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】

94.8

89.7

96.2

89.6

82.1 12.73.2

2.5

0.0

4.9

2.6

1.9

2.5

1.9

3.3

2.6

5.5

1.9

2.2

0.0
16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成

反対

わからない

無回答

【男性】

90.0

84.1

81.6

83.1

73.6 14.08.8

6.9

7.1

6.1

2.2

3.6

3.1

6.1

6.1

4.4

6.9

5.1

3.8

3.3
16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成

反対 わからない

無回答

【女性】

93.0

92.9

94.9

92.0

83.1 13.0

1.7

1.1

0.0

0.6

1.6

4.3

3.3

3.2

2.5

2.3

0.9

2.7

1.9

4.9

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)
(%)

0 20 40 60 80 100

賛成

反対

わからない

無回答

【男性】

88.9

88.6

85.7

89.2

84.4 12.4

0.0

3.0

3.1

1.5

1.6

7.8

4.5

5.1

2.3

1.6

3.3

3.8

6.1

6.9

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成

反対
わからない

無回答
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【図 6-4 性・子どもの有無別 子どもの教育方針】 

①性別にこだわらず、子どもの個性を伸ばすのがよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②女の子は女らしく、男の子は男の子らしく、しつけるのがよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③性別にこだわらず、家事ができるように育てるのがよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④性別にこだわらず、経済的に自立できるように育てるのがよい 

 

 

【女性】 

【女性】 

【女性】 

【女性】 【男性】 

【男性】 

【男性】 

【男性】 

93.8

92.5

92.1

93.6 1.0

0.5

1.4

2.2

2.2

0.7

0.3

1.6

5.4

5.1

5.8

1.8
子どもはいない

(N=226)

女の子だけがいる

(N=147)

男の子だけがいる

(N=190)

両方いる

(N=313)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

(%)

91.5

93.5

91.0

93.0

1.6

1.8

2.8

2.0

5.0

0.9

0.9

0.8

4.4

6.6

2.8

1.5

子どもはいない

(N=201)

女の子だけがいる

(N=108)

男の子だけがいる

(N=122)

両方いる

(N=228)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

61.5

66.7

62.6

70.6

25.2

21.1

24.2

16.6

12.4

6.1

6.3

5.4

6.7

6.8

6.8

0.9
子どもはいない

(N=226)

女の子だけがいる

(N=147)

男の子だけがいる

(N=190)

両方いる

(N=313)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

64.7

77.8

83.6

80.7

20.9

12.0

10.1

4.9

2.6

4.1

6.5

11.9

6.6

7.4

3.7

2.5
子どもはいない

(N=201)

女の子だけがいる

(N=108)

男の子だけがいる

(N=122)

両方いる

(N=228)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

93.8

91.8

89.5

89.8 3.8

4.2

0.7

2.2

2.6

0.5

0.7

3.5

3.8

5.8

6.8

0.4

子どもはいない

(N=226)

女の子だけがいる

(N=147)

男の子だけがいる

(N=190)

両方いる

(N=313)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成
反対

わからない

無回答

86.6

81.5

82.0

82.0 7.0

7.4

10.2

5.5

3.5

3.3

5.6

6.0

7.5

7.4

2.8

2.0
子どもはいない

(N=201)

女の子だけがいる

(N=108)

男の子だけがいる

(N=122)

両方いる

(N=228)

(%)

0 20 40 60 80 100

賛成 反対

わからない

無回答

94.2

91.2

90.0

92.0 1.9

1.1

0.0

0.9

1.3

3.7

4.4

2.0

4.8

5.3

6.8

0.4
子どもはいない

(N=226)

女の子だけがいる

(N=147)

男の子だけがいる

(N=190)

両方いる

(N=313)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成
反対

わからない

無回答

90.0

88.9

88.5

91.2 0.9

1.6

4.6

1.5

1.3

4.1

2.8

6.5

6.6

5.7

3.7

2.0
子どもはいない

(N=201)

女の子だけがいる

(N=108)

男の子だけがいる

(N=122)

両方いる

(N=228)

(%)
0 20 40 60 80 100

賛成
反対

わからない

無回答
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20.8

7.1

5.4

14.5

33.8

2.9

7.8

3.2

4.4

42.0

3.5

5.1

12.3

21.3

1.8

5.7

2.5

5.7

01020304050
(%)

女性(N=408) 男性(N=488)

2.9

4.9

11.3

11.8

22.8

5.4

29.7

3.9

7.4

6.1

6.8

10.5

16.0

18.6

6.4

23.0

3.5

9.2

0 10 20 30 40 50

「仕事」を優先

「家庭や地域活動」を優先

「個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭や地域活動」

をともに優先

「仕事」と「個人の生活」

をともに優先

「家庭や地域活動」と
「個人の生活」をともに優先

「仕事」「家庭や地域活動」

「個人の生活」をともに優先

わからない

無回答

(%)

女性(N=408) 男性(N=488)

 

 

（１）生活の中で優先していること、優先したいこと（現実と希望） 

 

《現在、仕事（収入を得る仕事）を持っている方に、おたずねします。》 

問43 あなたの生活の中で、「仕事」と「家庭・地域活動」、「個人の生活」で、何を優先しますか。

あなたの現実と希望に最も近いのは、次のどれですか。未婚の方もお答えください。（それ

ぞれについて、○は１つ） 

 

【図 7-1 性別 生活の中で優先すること（現実と理想）】 

【現実】                       【希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆現実では、女性は「仕事」と「個人の生活」、男性は「仕事」を優先。希望は男女とも、「仕

事」「家庭や地域活動」「個人の生活」の３つをともに優先したい。 

現実の生活の中で優先していることをみると、女性は「‘仕事’と‘個人の生活’をともに

７７７７    「「「「仕事仕事仕事仕事」「」「」「」「家庭家庭家庭家庭やややや地域活動地域活動地域活動地域活動」「」「」「」「個人個人個人個人のののの生活生活生活生活」」」」のののの関関関関わりわりわりわり方方方方についてについてについてについて    
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優先」が33.8％で最も多く、次いで「‘仕事’を優先」20.8％、「‘仕事’と‘家庭や地域活動’

をともに優先」14.5％となっている。一方男性は、「‘仕事’を優先」が42.0％で最も多く、

次いで「‘仕事’と‘個人の生活’をともに優先」21.3％、「‘仕事’と‘家庭や地域活動’を

ともに優先」12.3％となっている。（図7-1） 

生活の中で優先を希望することについてみると、男女ともに「‘仕事’‘家庭や地域活動’

‘個人の生活’をともに優先」が最も多く、女性で29.7％、男性で23.0％となっている。こ

れに、「‘仕事’と‘個人の生活’をともに優先」（女性22.8％、男性18.6％）、「‘仕事’と‘家

庭や地域活動’をともに優先」（女性11.8％、男性16.0％）と続く。現実の生活では多かった

「‘仕事’を優先」を希望する人は、女性では2.9％、男性では6.1％と極めて少ない。（図7-1） 

 

◆忠岡町民は「仕事オンリー」の生活をする人の比率が比較的低く、現実の生活でも「個人生

活」を優先する傾向。 

大阪府調査と比べると、現実の生活については、忠岡町調査の方が「‘仕事’を優先」の比

率が低く、「‘仕事’と‘個人の生活’をともに優先」の比率が高くなっている。なお、希望

についてはほぼ同様の傾向を示している。（図7-1、図7-2） 

 

◆年齢によって、希望に違いがある。 

現実の生活の中で優先していることを年齢別にみると、女性ではどの年齢層も「‘仕事’と

‘個人の生活’をともに優先」が、男性ではどの年齢層も「‘仕事’を優先」が最も多いこと

に変わりはない。比率を比較して特徴的なことをあげると、「‘仕事’と‘個人の生活’をと

もに優先」については、男女ともに16～29歳の若い年齢層で比較的高くなっている。また、

「‘家庭や地域活動’を優先」は、全体では少ないが、女性の30～39歳および40～49歳で比較

的高く１割を超えている。（表7-1） 

生活の中で優先を希望することを年齢別にみると、女性では59歳までの年齢層は「‘仕事’

‘家庭や地域活動’‘個人の生活’をともに優先」が最も高いが、60歳以上になると「‘仕事’

と‘個人の生活’をともに優先」が第１位となっている。男性では、16～29歳と60歳以上で

「‘仕事’と‘個人の生活’ともに優先」が最も高く、30～59歳の壮年世代では「‘仕事’‘家

庭や地域活動’‘個人の生活’ をともに優先」が高いという違いがある。（表7-2） 

 

職業別にみると、現実の生活の中で優先していることについては男女ともに職業による違

いはほとんどみられない。一方、生活の中で優先を希望することについては、男性の契約社

員や派遣社員で「‘仕事’と‘個人の生活’をともに優先」が34.0％と高くなっている。 

（表7-1、表7-2） 
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28.8

10.7

3.9

13.2

21.0

2.4

12.2

1.5

5.9

55.0

2.2

4.8

13.0

10.8

1.3

6.5

0.9

5.2

0204060

(%)

女性(N=205) 男性(N=231)

4.9

5.4

13.2

8.8

20.0

6.8

31.2

2.4

6.3

13.4

3.9

13.0

14.7

19.5

4.8

25.5

0.9

4.3

0 20 40 60

「仕事」を優先

「家庭や地域活動」を優先

「個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭や地域活動」
をともに優先

「仕事」と「個人の生活」
をともに優先

「家庭や地域活動」と

「個人の生活」をともに優先

「仕事」「家庭や地域活動」

「個人の生活」をともに優先

わからない

無回答

(%)

女性(N=205) 男性(N=231)

【図 7-2 性別 生活の中で優先すること（大阪府調査）】 

  【現実】                   【希望】 
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【表 7-1 性・年齢別 生活の中で優先すること（現実）】 

 (単位：％) 

   

対
象
者
数(

人) 

「
仕
事
」
を
優
先 

「
家
庭
や
地
域
活
動
」
を
優
先 

「
個
人
の
生
活
」
を
優
先 

「
仕
事
」
と
「
家
庭
や
地
域
活
動
」
を
と

も
に
優
先 

「
仕
事
」
と
「
個
人
の
生
活
」
を
と
も
に

優
先 

「
家
庭
や
地
域
活
動
」
と
「
個
人
の
生
活
」

を
と
も
に
優
先 

「
仕
事
」
「
家
庭
や
地
域
活
動
」
「
個
人
の

生
活
」
を
と
も
に
優
先 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 901 32.3 5.1 5.3 13.3 27.1 2.3 6.7 2.8 5.1 

16～29 歳 52 26.9 3.8 3.8 3.8 44.2 1.9 5.8 3.8 5.8 

30～39 歳 100 17.0 10.0 7.0 18.0 32.0 1.0 11.0 3.0 1.0 

40～49 歳 100 16.0 14.0 6.0 18.0 31.0 3.0 8.0 1.0 3.0 

50～59 歳 90 23.3 3.3 3.3 16.7 31.1 3.3 10.0 4.4 4.4 

女

性 

60 歳以上 66 25.8 0.0 6.1 9.1 36.4 6.1 1.5 4.5 10.6 

16～29 歳 48 45.8 4.2 6.3 4.2 27.1 2.1 0.0 6.3 4.2 

30～39 歳 122 41.8 4.1 5.7 13.1 23.0 0.8 5.7 2.5 3.3 

40～49 歳 93 40.9 5.4 3.2 15.1 21.5 3.2 6.5 2.2 2.2 

50～59 歳 113 40.7 2.7 5.3 14.2 18.6 1.8 8.0 2.7 6.2 

年

齢

別 

男

性 

60 歳以上 112 42.9 1.8 5.4 10.7 19.6 1.8 5.4 0.9 11.6 

正社員・正職員 131 29.8 2.3 4.6 14.5 36.6 2.3 6.1 0.8 3.1 

契約社員・派遣社員 27 22.2 0.0 14.8 22.2 33.3 0.0 0.0 3.7 3.7 

自営業 57 22.8 3.5 5.3 10.5 33.3 5.3 5.3 3.5 10.5 

女

性 

パート・アルバイト 185 14.1 13.0 4.9 14.6 31.9 3.2 11.4 4.9 2.2 

正社員・正職員 289 43.9 4.5 2.8 10.7 24.9 2.1 6.2 3.1 1.7 

契約社員・派遣社員 47 46.8 2.1 8.5 10.6 21.3 2.1 4.3 0.0 4.3 

自営業 98 40.8 3.1 1.0 17.3 14.3 1.0 7.1 1.0 14.3 

職

業

別 

男

性 

パート・アルバイト 46 28.3 0.0 26.1 8.7 17.4 2.2 2.2 4.3 10.9 

※属性内で一番高い比率に濃い網掛け、二番目に高い比率に薄い網掛け 
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【表 7-2 性・年齢別 生活の中で優先すること（理想）】 

 (単位：％) 

   

対
象
者
数(

人) 

「
仕
事
」
を
優
先 

「
家
庭
や
地
域
活
動
」
を
優
先 

「
個
人
の
生
活
」
を
優
先 

「
仕
事
」
と
「
家
庭
や
地
域
活
動
」
を
と

も
に
優
先 

「
仕
事
」
と
「
個
人
の
生
活
」 

を
と
も
に
優
先 

「
家
庭
や
地
域
活
動
」
と
「
個
人
の
生
活
」

を
と
も
に
優
先 

「
仕
事
」
「
家
庭
や
地
域
活
動
」
「
個
人
の

生
活
」
を
と
も
に
優
先 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 901 4.8 5.9 11.0 14.0 20.5 5.9 26.0 3.7 8.3 

16～29 歳 52 0.0 5.8 15.4 7.7 19.2 7.7 30.8 5.8 7.7 

30～39 歳 100 4.0 5.0 13.0 16.0 19.0 2.0 30.0 5.0 6.0 

40～49 歳 100 3.0 5.0 8.0 17.0 23.0 9.0 30.0 1.0 4.0 

50～59 歳 90 1.1 4.4 12.2 5.6 26.7 3.3 34.4 6.7 5.6 

女

性 

60 歳以上 66 6.1 4.5 9.1 9.1 25.8 6.1 21.2 1.5 16.7 

16～29 歳 48 6.3 8.3 14.6 20.8 22.9 2.1 12.5 8.3 4.2 

30～39 歳 122 4.9 7.4 8.2 22.1 15.6 8.2 23.8 4.9 4.9 

40～49 歳 93 9.7 5.4 12.9 18.3 18.3 5.4 23.7 3.2 3.2 

50～59 歳 113 3.5 3.5 10.6 14.2 17.7 8.0 29.2 2.7 10.6 

年

齢

別 

男

性 

60 歳以上 112 7.1 9.8 8.9 7.1 21.4 5.4 19.6 0.9 19.6 

正社員・正職員 131 1.5 5.3 9.2 12.2 26.7 6.1 31.3 1.5 6.1 

契約社員・派遣社員 27 3.7 0.0 18.5 18.5 14.8 3.7 25.9 7.4 7.4 

自営業 57 5.3 5.3 10.5 3.5 24.6 5.3 29.8 1.8 14.0 

女

性 

パート・アルバイト 185 3.2 5.4 12.4 12.4 20.0 5.4 30.3 5.9 4.9 

正社員・正職員 289 6.2 7.6 12.1 17.6 15.9 7.6 25.3 4.2 3.5 

契約社員・派遣社員 47 4.3 2.1 12.8 12.8 34.0 2.1 19.1 4.3 8.5 

自営業 98 7.1 6.1 7.1 14.3 19.4 3.1 20.4 1.0 21.4 

職

業

別 

男

性 

パート・アルバイト 46 4.3 6.5 6.5 10.9 21.7 10.9 19.6 4.3 15.2 

※属性内で一番高い比率に濃い網掛け、二番目に高い比率に薄い網掛け 
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12.3

14.1

22.4

24.4

27.0

26.2

9.0

10.0

22.7

19.3

6.7

6.0

女性(N=927)

男性(N=701)

(%)

0 20 40 60 80 100

既に参加

している

参加しようと

思っている

あまり参加

しようと思わない

参加しようと

思わない

わからない 無回答

（２）地域活動等への参加状況・参加意向 

 

問15 住民活動や地域活動などについて、あなたの参加状況や参加へのお気持ちをお聞かせくだ

さい。（○は１つ） 

 

【図 7-3 性別 地域活動等への参加状況・参加意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加意向がある人とない人は、男女ともほぼ半々。 

地域活動等への参加状況および参加意向をみると、「すでに参加している」のは、女性では

12.3％、男性では14.1％であり、「参加しようと思っている」のは、女性では22.4％、男性で

は24.4％となっている。この両者を合わせた地域活動等へ参加意向があるのは、女性では

34.7％、男性では38.5％となっており、若干男性の方が高くなっている。 

「あまり参加しようと思わない」と｢参加しようと思わない｣を合わせた参加意向のない人

は、女性では36.0％、男性では36.2％となっており、前述の参加意向のある人とほぼ同率と

なっている。（図7-3） 

 

◆男女ともに若い世代で参加意向がない人の比率が高い。 

年齢別に参加状況・参加意向をみると、「すでに参加している」のは、男女ともに40歳以上

で高くなっており、女性に比べて男性の比率がやや高い。「参加しようと思っている」につい

ては、男女ともに概ね年齢が高くなるほど比率が高くなっている。両者を合わせた参加意向

がある人の比率も、概ね年齢が高くなるほど高くなっており、16～29歳では、女性で19.2％

男性で16.6％であったのに対して、60歳以上では女性で44.8％、男性で48.0％と、女性では

倍増、男性では３倍になっている。 

一方、「あまり参加しようと思わない」や「参加しようと思わない」は、概ね年齢が若いほ

ど比率が高くなっており、両者を合わせた参加意向がない人は、16～29歳では、女性で52.2％、

男性で58.9％と５割を超えている。（図7-4） 
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7.6

14.0

14.1

16.6

15.7

19.0

17.2

25.2

28.2

36.5

35.3

34.4

17.2

19.8

15.7

11.4

7.0

6.1

7.5

25.2

22.3

25.5

30.1

16.6

7.4

11.4

3.5

1.9

4.3

3.516～29歳(N=115)

30～39歳(N=184)

40～49歳(N=157)

50～59歳(N=163)

60歳以上(N=308)

(%)

0 20 40 60 80 100

既に参加

している

参加しようと

思っている

あまり参加

しようと思わない

参加しようと

思わない わからない 無回答

【図 7-4 性・年齢別 地域活動等への参加状況・参加意向】 

 

        【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        【男性】 

 

 

 

 

6.1

19.4

17.7

18.0

12.2

23.5

23.5

23.1

30.0

38.9

30.3

21.4

27.7

20.8

20.0

13.6

7.1

6.2

7.6

23.3

23.5

23.5

18.5

14.4

5.1

6.9

9.2

4.4

3.0

1.116～29歳(N=90)

30～39歳(N=132)

40～49歳(N=98)

50～59歳(N=130)

60歳以上(N=250)

(%)

0 20 40 60 80 100

既に参加

している

参加しようと

思っている

あまり参加

しようと思わない

参加しようと

思わない わからない 無回答
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17.5

24.6

14.9

31.6

52.6

2.6

4.4

41.2

0.9

9.6

1.8

0.9

10.1

38.4

13.1

50.5

46.5

10.1

3.0

30.3

2.0

23.2

2.0

1.0

0204060

(MA%)

女性(N=114) 男性(N=99)

26.9

28.8

33.2

18.3

51.0

6.7

19.7

30.8

11.5

13.5

1.0

0.0

11.1

34.5

25.7

36.8

45.0

23.4

31.0

36.3

11.1

10.5

1.8

0.6

0 20 40 60

子育て支援

子どもたちの

健全育成

高齢者・障がい者等の

生活支援や介護

防犯・防災対策

（地域での防災訓練、

防犯パトロールなど）

まちの美化・清掃活動、

緑化（花）の推進

まちの景観の保全

（不法看板のパトロールなど）

自然環境を守る

活動

文化・芸術・

スポーツ活動

国際交流活動

様々な住民活動や
地域活動の活性化に

向けた支援・調整活動

その他

無回答

(MA%)

女性(N=208) 男性(N=171)

（３）参加している、又は参加したい地域活動等 

 

《問15で「１」または「２」と回答された方におたずねします。》 

問16 どのような分野において、住民活動や地域活動などに参加していますか。又は参加しよう

と思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

【図 7-5 性別 参加している、又は参加したい地域活動等】 

   【すでに参加している人】              【今後参加しようと思う人】 
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◆すでに活動している人では、女性は「まちの美化など」、男性は「防犯・防災対策」の活動率

が高い。 

地域活動等に既に参加している人と今後参加しようと思っている人に分けて活動内容をみ

る。 

地域活動等にすでに参加している人の場合、女性では「まちの美化・清掃活動、緑化（花）

の推進」が52.6％で最も多く、次いで「文化・芸術・スポーツ活動」41.2％、「防犯・防災対

策」31.6％となっている。一方男性は、「防犯・防災対策」が50.5％で最も多く、次いで「ま

ちの美化・清掃活動、緑化（花）の推進」46.5％、「子どもたちの健全育成」38.4％となって

いる。 

男女で10ポイント以上の差がある活動内容をみると、「文化・芸術・スポーツ活動」は女性

の方が高い。一方、「防犯・防災対策」「子どもたちの健全育成」「様々な住民活動や地域活動

の活性化に向けた支援・調整活動」については男性の方が高くなっている。（図7-5） 

 

◆今後参加しようとしている人は、「まちの美化・清掃活動、緑化（花）の推進」に人気が高い。 

今後参加しようと思っている人の活動内容をみると、男女ともに「まちの美化・清掃活動、

緑化（花）の推進」が最も多く、女性では51.0％、男性では45.0％となっている。これに次

いで、女性では「高齢者・障がい者等の生活支援や介護」33.2％、「文化・芸術・スポーツ活

動」30.8％となっている。一方男性は、「文化・芸術・スポーツ活動」33.6％、「子どもたち

の健全育成」34.5％の順である。 

男女で10ポイント以上の差がある活動は「防犯・防災対策」「まちの景観の保全」「自然環

境を守る活動」の３つで、いずれも男性の方が高くなっている。（図7-5） 

 

◆現在の活動から、今後は幅広い分野で活動を希望。 

既に参加している人と今後参加しようと思っている人で活動内容に違いをみると、すでに

参加している人の活動では、比較的比率が低い「子育て支援」「まちの警官の保全」「自然環

境を、守る活動」「国際交流活動」などについて、活動率が上昇している。（図7-5） 
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【表 7-3 性・年齢別 参加している、又は参加したい地域活動等】 

 (単位：％) 

   

対
象
者
数(

人) 

子
育
て
支
援  

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成 

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
生
活
支
援
や
介
護  

防
犯
・
防
災
対
策 

（
地
域
で
の
防
災
訓
練
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
） 

ま
ち
の
美
化
・
清
掃
活
動
、
緑
化
（
花
）
の
推
進  

 

ま
ち
の
景
観
の
保
全 

（
不
法
看
板
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
）  

 
 
 

自
然
環
境
を
守
る
活
動  

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動  

国
際
交
流
活
動  

 
 
 
 
 
 
 

様
々
な
住
民
活
動
や
地
域
活
動
の
活
性
化
に
向
け

た
支
援
・
調
整
活
動  

そ
の
他  

無
回
答  

全  体 598 17.7 31.4 24.6 31.6 48.7 11.2 17.6 34.1 7.7 13.7 1.5 0.5 

16～29 歳 22 36.4 40.9 18.2 22.7 54.5 4.5 18.2 40.9 13.6 9.1 4.5 0.0 

30～39 歳 49 40.8 44.9 14.3 20.4 36.7 4.1 10.2 42.9 16.3 12.2 0.0 0.0 

40～49 歳 49 16.3 44.9 26.5 18.4 38.8 4.1 6.1 36.7 8.2 10.2 4.1 0.0 

50～59 歳 64 25.0 23.4 29.7 26.6 54.7 9.4 18.8 28.1 6.3 12.5 1.6 1.6 

女

性 

60 歳以上 138 17.4 14.5 31.2 23.9 59.4 4.3 15.9 32.6 4.3 13.0 0.0 0.0 

16～29 歳 15 6.7 33.3 6.7 40.0 40.0 6.7 20.0 33.3 26.7 13.3 0.0 0.0 

30～39 歳 39 33.3 46.2 15.4 41.0 43.6 15.4 23.1 38.5 5.1 5.1 5.1 2.6 

40～49 歳 42 19.0 47.6 16.7 42.9 45.2 9.5 7.1 50.0 9.5 11.9 2.4 0.0 

50～59 歳 53 7.5 34.0 20.8 43.4 30.2 11.3 17.0 37.7 1.9 20.8 1.9 0.0 

年

齢

別 

男

性 

60 歳以上 120 2.5 30.0 26.7 40.8 53.3 27.5 26.7 25.8 8.3 17.5 0.8 0.8 

 

※すでに参加している人の活動内容と今後参加しようと思う人の参加内容の合計 

※属性内で一番高い比率に濃い網掛け、二番目に高い比率に薄い網掛け 
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（４）男性が家事、子育て、介護、地域活動などに参加するために必要なこと 

 

《全員の方に、おたずねします。》 

問44 今後、男性が家事、子育て、介護、地域活動などに積極的に参加していくためには、どの

ようなことが必要だと思いますか。（○は３つ以内） 

 

【図 7-6 男性が家事、子育て等に参加していくために必要なこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.8

35.7

17.3

24.6

11.3

45.0

27.7

8.5

22.5

1.1

2.4

3.3

34.1

31.4

16.0

26.8

8.1

35.5

22.0

7.8

25.8

1.9

4.4

5.1

0 20 40 60

男女の役割分担についての社会通念、慣習、

しきたりを改める

男性が家事、子育て、介護、地域活動に参加

することについて、社会的評価を高める

男性が家事、子育て、介護、地域活動に

関心を高めるよう啓発や情報提供をする

男性の仕事中心の生き方、考え方を改める

男性が家事などに参加することに対する女性
の抵抗感をなくす

夫婦の間で家事などの分担をするように十分
話し合う

小さいときから男性に家事や育児に関する

教育をする

国や地方自治体などの研修等により、男性の

家事や子育て、介護等の技術を高める

労働時間の短縮などを進め、仕事以外の時間

をより多く持てるようにする

その他

特に必要ない

無回答

(3LA%)

女性(N=927) 男性(N=701)
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◆男女ともに「夫婦の間で家事などの分担をするように十分話し合う」が最も多い。 

男性が家事、子育て、介護、地域活動などに積極的に参加していくために必要なことにつ

いては、「夫婦の間で家事などの分担をするように十分話し合う」が女性で46.0％、男性で

35.5％と、男女ともに最も多い。次いで、女性では、「男性が家事、子育て、介護、地域活動

に参加することについて、社会的評価を高める」35.7％、「男女の役割分担についての社会通

念、慣習、しきたりを改める」32.8％、「小さいときから男性に家事や育児に関する教育をす

る」27.7％となっている。一方男性は、「男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきた

りを改める」34.1％、「男性が家事、子育て、介護、地域活動に参加することについて、社会

的評価を高める」31.4％、「男性の仕事中心の生き方、考え方を改める」26.8％の順である。

（図7-6） 

なお、「その他」意見はごく少数であるが、主な内容は「会社の考え方を改める、会社の協

力など」（４件）、「育児休業をとりやすくする」（３件）などとなっている。 

 

◆女性の 40 歳代と男性の 49 歳までは、社会的評価を重視。 

年齢別にみると、女性では40～49歳に特徴があり、「男性が家事、子育て、介護、地域活動

に参加することについて、社会的評価を高める」（43.9％）と「小さいときから男性に家事や

育児に関する教育をする」（41.4％）の支持が高く、これら２項目が第１位、２位を占めてい

る。一方男性では、49歳までの年齢層では「男性が家事、子育て、介護、地域活動に参加す

ることについて、社会的評価を高める」の比率が最も高く、50歳を超えると「夫婦の間で家

事などの分担をするように十分話し合う」が最も高くなっている。（表7-4） 

 

◆正社員の場合は、男女とも社会的評価を重視。 

仕事の有無別にみると、正社員の場合は、男女ともに「男性が家事、子育て、介護、地域

活動に参加することについて、社会的評価を高める」（女性47.3％、男性37.7％）が最も高く、

正社員以外の場合は「夫婦の間で家事などの分担をするように十分話し合う」（女性40.9％、

男性39.3％）が最も高くなっている。また、仕事をもっていない場合は、女性では「夫婦の

間で家事などの分担をするように十分話し合う」（47.5％）が、男性では「男女の役割分担に

ついての社会通念、慣習、しきたりを改める」（39.6％）が第１位となっている。（表7-4） 
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【表7-4 性・年齢、性・仕事の有無別、 

男性が家事、子育て等に参加していくために必要なこと】 

 (単位：％) 

   

対
象
者
数(

人) 

男
女
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
の
社
会
通
念
、
慣
習
、 

し
き
た
り
を
改
め
る 

男
性
が
家
事
、
子
育
て
、
介
護
、
地
域
活
動
に
参
加 

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
社
会
的
評
価
を
高
め
る 

男
性
が
家
事
、
子
育
て
、
介
護
、
地
域
活
動
に 

関
心
を
高
め
る
よ
う
啓
発
や
情
報
提
供
を
す
る 

男
性
の
仕
事
中
心
の
生
き
方
、
考
え
方
を
改
め
る 

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
に
対
す
る
女

性
の
抵
抗
感
を
な
く
す 

夫
婦
の
間
で
家
事
な
ど
の
分
担
を
す
る
よ
う
に
十

分
話
し
合
う 

小
さ
い
と
き
か
ら
男
性
に
家
事
や
育
児
に
関
す
る 

教
育
を
す
る 

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
研
修
等
に
よ
り
、
男
性
の 

家
事
や
子
育
て
、
介
護
等
の
技
術
を
高
め
る 

労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
を
進
め
、
仕
事
以
外
の
時
間 

を
よ
り
多
く
持
て
る
よ
う
に
す
る 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
い 

無
回
答 

全  体 1,647 33.3 33.9 16.8 25.5 10.0 40.9 25.3 8.2 23.9 1.4 3.2 4.1 

16～29 歳 115 25.2 41.7 13.0 20.0 9.6 45.2 22.6 7.0 33.9 0.9 4.3 0.9 

30～39 歳 184 27.7 39.7 15.2 25.0 10.3 41.8 27.2 6.0 35.9 1.6 2.7 1.1 

40～49 歳 157 36.9 43.9 17.8 19.1 8.3 36.3 41.4 5.7 21.7 1.3 0.0 0.6 

50～59 歳 163 33.7 34.4 15.3 29.4 14.1 45.4 31.3 9.8 22.1 1.2 1.8 1.8 

女

性 

60 歳以上 308 36.0 27.6 20.8 26.3 12.7 51.0 21.1 11.4 11.0 0.6 2.9 7.8 

16～29 歳 90 27.8 38.9 13.3 26.7 6.7 36.7 27.8 6.7 28.9 3.3 1.1 3.3 

30～39 歳 132 27.3 35.6 17.4 18.9 6.8 29.5 19.7 3.0 34.1 3.8 5.3 2.3 

40～49 歳 98 32.7 39.8 12.2 26.5 12.2 23.5 19.4 8.2 31.6 4.1 7.1 2.0 

50～59 歳 130 36.2 33.8 16.2 28.5 6.2 34.6 20.0 10.8 23.8 0.0 3.1 6.2 

年

齢

別 

男

性 

60 歳以上 250 39.6 22.0 17.2 30.4 8.8 43.2 23.2 8.8 19.2 0.4 4.8 8.0 

仕事有（正社員等） 131 28.2 47.3 16.8 17.6 7.6 44.3 33.6 9.2 30.5 0.8 0.8 1.5 

仕事有（正社員以外） 269 37.5 37.9 16.4 27.9 14.9 40.9 30.5 8.2 20.4 1.5 1.5 0.7 
女

性 

仕事無 510 31.6 31.6 18.0 24.5 10.6 47.5 24.9 8.6 21.4 1.0 3.3 4.7 

仕事有（正社員等） 289 31.1 37.7 15.6 27.7 6.9 30.8 18.0 6.6 34.3 1.7 4.5 1.7 

仕事有（正社員以外） 191 34.0 28.8 16.2 20.9 9.9 39.3 26.2 7.9 18.3 1.6 4.7 6.3 

仕

事

の

有

無

別 男

性 

仕事無 202 39.6 25.7 16.3 28.7 8.4 37.6 23.8 9.9 21.3 2.5 4.0 8.4 

※属性内で一番高い比率に濃い網掛け、二番目に高い比率に薄い網掛け 
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54.2

33.2

33.5

48.1

44.4

39.5

22.1

19.0

32.4

54.2

0.4

5.1

4.0

3.0

41.7

26.7

28.1

39.5

42.7

33.7

15.7

12.0

22.8

41.4

0.7

5.6

7.1

7.1

0204060

(MA%)

女性(N=927) 男性(N=701)

55.8

35.1

31.9

51.0

42.7

39.5

24.6

20.2

39.8

53.7

2.1

4.5

2.1

1.0

46.6

27.9

28.2

39.6

42.6

34.9

16.1

15.1

28.2

40.6

1.3

4.7

6.7

0.7

0 20 40 60

性犯罪

買売春

女性に対するストーカー

（つきまとい行為）

痴漢行為

夫やパートナーからの暴力（なぐる、

ける、無視するなど身体的、

心理的な暴力）

職場や学校等におけるセクシュアル・

ハラスメント（性的いやがらせ）

女性のヌード写真等を掲載した雑誌、

ポルノ映画、アダルトビデオなど

女性の体の一部やこびたポーズ・

視線を、内容に関係なく使用した

広告など

男女の固定的な役割分担意識を

押しつけること

「女のくせに」「女だから」と

いう言葉

その他

特にない

わからない

無回答

(MA%)

女性(N=382) 男性(N=298)

 

 

（１）女性の人権が尊重されていないと感じること 

 

問45 あなたが、女性の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについてですか。

（あてはまるものすべてに○） 

 

【図 8-1 性別 女性の人権が尊重されていないと感じること】 

      【忠岡町調査】                     【大阪府調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８８８８    男女男女男女男女のののの人権人権人権人権についてについてについてについて    
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◆女性は「性犯罪」と「‘女のくせに’‘女だから’という言葉」、男性は「夫等からの DV」が

第１位。 

女性の人権が尊重されていないと感じることについては、女性では「性犯罪」と「‘女のく

せに’‘女だから’という言葉」が54.2％で最も多く、次いで「痴漢行為」48.1％、「夫やパ

ートナーからの暴力（身体的、心理的な暴力）」44.4％となっており、これら４項目は４割を

超えている。 

一方、男性は「夫やパートナーからの暴力（身体的、心理的な暴力）」が42.7％で最も多く、

以下「性犯罪」41.7％、「‘女のくせに’‘女だから’という言葉」41.4％、「痴漢行為」39.5％

となっており、４割を超えるのは３項目となっている。 

性別にみると、どの項目についても女性の方が比率が高く、特に「‘女のくせに’‘女だか

ら’という言葉」では12.8ポイント、「性犯罪」では12.5ポイント男性より高くなっている。 

（図 8-1） 

 

◆比較的若い年齢層で、｢性犯罪｣や｢痴漢行為｣に関して、男女で認識の違いが大きい。 

年齢別にみた結果は表8-1のとおりであるが、年齢による認識の違いが大きい事項をあげて

おく。 

「痴漢行為」については、女性の16～49歳では５割以上と他の年齢層と比べて比率が高く

なっている。特に30～39歳の女性では54.9％を占めており、同年齢の男性と17ポイントの差

がある。「性犯罪」については、女性の30～39歳と40～49歳では６割を超えており、同じ年齢

層の男性と約20ポイントの差がみられるなど、「性犯罪」や「痴漢行為」については、比較的

若い年齢層で男女の認識の違いが大きいことがわかる。 

また、全体では比較的少ない「女性のヌード写真等を掲載した雑誌、ポルノ映画、アダル

トビデオなど」は、女性の50歳以上では約３割があげている。（表8-1） 
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【表 8-1 性・年齢別 女性の人権が尊重されていないと感じること】 

(単位：％) 

   

対
象
者
数(

人) 

性
犯
罪 

買
売
春 

女
性
に
対
す
る
ス
ト
ー
カ
ー 

（
つ
き
ま
と
い
行
為
） 

痴
漢
行
為 

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
な
ぐ
る
、
け
る
、

無
視
す
る
な
ど
身
体
的
、
心
理
的
な
暴
力
） 

職
場
や
学
校
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
（
性
的
い
や
が
ら
せ
） 

女
性
の
ヌ
ー
ド
写
真
等
を
掲
載
し
た
雑
誌
、
ポ
ル
ノ

映
画
、
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
な
ど 

女
性
の
体
の
一
部
や
こ
び
た
ポ
ー
ズ
・
視
線
を
、
内

容
に
関
係
な
く
使
用
し
た
広
告
な
ど 

男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
押
し
つ
け
る

こ
と 

「
女
の
く
せ
に
」
「
女
だ
か
ら
」
と
い
う
言
葉 

そ
の
他 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 1647 48.5 30.2 31.1 44.3 43.4 36.9 19.4 15.9 28.2 48.7 0.6 5.2 5.3 5.0 

16～29 歳 115 53.0 29.6 35.7 51.3 43.5 41.7 14.8 17.4 32.2 56.5 0.0 5.2 7.8 0.9 

30～39 歳 184 64.1 33.2 34.8 54.9 47.8 42.9 13.0 10.9 33.7 51.6 2.2 5.4 3.3 0 

40～49 歳 157 62.4 37.6 35.0 53.5 51.6 46.5 19.1 16.6 40.8 53.5 0.0 1.9 1.9 0.6 

50～59 歳 163 57.1 38.7 32.5 49.7 45.4 40.5 28.2 21.5 32.5 56.4 0.0 3.1 1.8 3.7 

女

性 

60 歳以上 308 42.9 29.5 31.8 39.3 38.6 32.5 28.6 24.4 27.3 53.9 0.0 7.5 5.2 6.5 

16～29 歳 90 42.2 24.4 27.8 38.9 47.8 33.3 12.2 8.9 24.4 50.0 1.1 5.6 8.9 2.2 

30～39 歳 132 45.5 22.0 18.9 37.9 36.4 31.8 9.1 7.6 20.5 32.6 0.8 6.8 8.3 4.5 

40～49 歳 98 40.8 21.4 23.5 42.9 32.7 36.7 8.2 5.1 20.4 37.8 1.0 8.2 9.2 8.2 

50～59 歳 130 36.9 25.4 34.6 40.8 48.5 40.0 16.2 8.5 30.8 36.2 0.8 7.7 3.1 6.9 

年

齢

別 

男

性 

60 歳以上 250 42.4 32.8 31.2 38.8 44.8 30.4 23.2 20.0 20.4 46.8 0.4 2.8 7.2 10.0 

※属性内で一番高い比率に濃い網掛け、二番目に高い比率に薄い網掛け 
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12.8

18.3

68.7

81.2

58.8

75.2

74.8

73.1

83.1

80.4

77.2

12.8

12.5

11.8

12.8

12.5

12.0

12.9

12.6

12.7

4.6

3.9

1.8

3.9

2.4

2.9

11.1

1.3

5.6

5.4

3.1

2.2

11.0

10.4

9.1

5.0

(%)

0 20 40 60 80 100

何度もあった

１・２度あった まったくない 無回答

16.5

19.4

62.9

75.9

58.5

72.2

75.5

72.5

77.7

79.2

78.2

17.0

17.1

17.0

17.1

17.5

17.5

17.7

18.3

19.0

0.9

0.7

0.6

1.9

1.3

2.6

5.1

1.4

3.6

5.6

8.1

5.7

8.1

2.0

1.9

4.0

①何をやっても、何を言っ

ても無視された

②大切にしているものを

わざと壊されたり捨てら

れたりした

③ばかにされたり、のの

しられたり、命令口調で

ものを言われた

④交友関係や電話を

細かく監視された

⑤身体を傷つける可能性

があるもので殴るふりを

して脅かされた

⑥平手で打たれたり、蹴ら

れたり、かまれたり、

げんこつで殴られたりした

⑦身体を傷つける可能性

のあるものでたたかれた

⑧生活費を渡されない

ことがあった

⑨望まない性行為を

強要された

(%)
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１・２度あった まったくない 無回答

（２）パートナーからドメスティック・バイオレンスを受けた経験 

問46 夫、妻、恋人といった親密な関係にあるパートナーからの暴力が問題になっています。あ

なたは、今までにパートナーから次のようなことを受けたことがありますか。（それぞれに

ついて、あてはまるもの１つに○） 

 

【図 8-2 パートナーからドメスティック・バイオレンスを受けた経験】 

【女性】(N=927)                   【男性】(N=701) 
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男性  37.1％ 

 

 



 

- 85 - 

◆男女ともに『ばかにされたり、ののしられたり、命令口調でものを言われた』経験が多い。 

親密な関係にあるパートナーからの暴力（ＤＶ）については、男女ともに『③ばかにされ

たり、ののしられたり、命令口調でものを言われた』が最も多く、女性の29.4％、男性の24.5％

が経験している。特に女性では、このうち11.1％が「何度もあった」と回答している。 

以下、女性では、『①何をやっても、何を言っても無視された』18.4％、『⑥平手で打たれ

たり、けられたり、かまれたり、げんこつで殴られたりした』14.9％、『⑤身体を傷つける可

能性があるもので殴るふりをして脅かされた』12.8％、『④交友関係や電話を細かく監視され

た』12.0％、『⑨望まない性行為を強要された』10.0％と続き、以上６項目について１割以上

が経験している。 

一方男性は、『①何をやっても、何を言っても無視された』20.1％、『④交友関係や電話を

細かく監視された』10.7％、『⑥平手で打たれたり、けられたり、かまれたり、げんこつで殴

られたりした』10.0％となっており、以上４項目については１割以上が経験している。 

男女を比べると、『①何をやっても、何を言っても無視された』『②大切にしているものを

わざと壊されたり捨てられたりした』『⑦身体を傷つける可能性のあるものでたたかれた』を

除く他の暴力は、男性より女性の方が受けた比率が高くなっている。男女差が大きいのは、

『⑨望まない性行為を強要された』と『⑤げんこつや身体を傷つける可能性があるもので、

殴るふりをして脅かされた』『③ばかにされたり、ののしられたり、命令口調でものを言われ

た』で、それぞれ7.1ポイント、5.8ポイント、4.9ポイント女性の方が被害にあった比率が高

い。 

なお、①～⑨のうち、１つでも受けた経験がある人は、女性では42.5％、男性では37.1％

となっている。（図8-2） 

 

◆ＤＶを受けたことがある女性の比率は、大阪府調査より若干低い。 

大阪府調査や内閣府調査では配偶者からの暴力に限って質問し、選択肢も異なるため、単

純に比較できないが、大阪府調査や内閣府調査における『身体的暴力』（なぐったり、けった

り、物を投げ飛ばしたりするなど身体に対する暴力行為）と今回調査の『⑥平手で打たれた

り、けられたり、かまれたり、げんこつで殴られたりした』を比べると、女性については本

調査の方が受けた人の比率が低く、男性については大阪府調査より高く、内閣府調査よりは

低くなっている。 

また、『望まない性行為を強要された』については、女性は大阪府調査や内閣府調査より低

く、男性は大阪府調査とほぼ同レベル、内閣府より低くなっている。 

（図8-3、図8-4、図8-5） 

 

◆精神的な暴力については、男女とも 40 歳代、50 歳代で受けた人の比率が高い。 

次に、それぞれの暴力内容ごとに、年齢別にみて被害を受けた比率が高い年齢層をみてい

く。 

『①何をやっても、何を言っても無視された』については、女性の50～59歳と男性の40～

59歳で被害を受けた人が多く、４人に１人を超えている。 

『②大切なものをわざと壊されたり捨てられたりした』については、男女ともに40～59歳

で比較的高く、１割近くを占めている。 

『③ばかにされたり、ののしられたり、命令口調でものを言われた』については、男女と



 

- 86 - 

も30～59歳で３割前後と比較的高くなっている。 

『④交友関係や電話を細かく監視された』については、男女ともに40～49歳で比較的高く、

女性で14.7％、男性で17.3％となっている。 

『⑤げんこつや身体を傷つける可能性のあるもので、殴るふりをして脅かされた』につい

ては、女性では30～39歳（16.8％）と40～49歳（15.2％）、男性では16～29歳（11.1％）で比

較的高くなっている。（図8-6） 

 

◆男性では、若い世代で肉体的な暴力を受けた人の比率が高い。 

『⑥平手で打たれたり、蹴られたり、かまれたり、げんこつで殴られたりした』について

は、女性では40～49歳（17.8％）、男性では30～39歳（13.7％）で比較的高くなっている。 

『⑦身体を傷つける可能性のあるものでたたかれた』については、男女ともどの年齢層で

も比率は極めて低いが、男性の16～29歳（7.8％）で比較的高くなっている。（図8-6） 

 

◆女性の 50 歳代では２割弱が「望まない性行為を強要された」経験をもっている。 

『⑧生活費を渡されないことがあった』については、女性の50～59歳（10.4％）と60歳以

上（8.7％）で比較的高くなっている。 

『⑨望まない性行為を強要された』については、女性の40歳以上で比較的高くなっており、

50～59歳では18.4％と２割近くみられる。（図8-6） 

 

以上、全体を通してみると、①～⑤の精神的な暴力については、40歳代～50歳代といった

中年層で被害を受けた人の比率が高い傾向が見られる。⑥⑦といった身体的な暴力について

は女性の40歳以上、もしくは男性の16～29歳で高くなっている。また、⑨の望まない性行為

については女性の50歳代で比較的高くなっている。 
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【図 8-3 パートナーからドメスティック・バイオレンスを受けた経験】 

（配偶者またはパートナーがいる人のみ） 

【女性】(N=740)                   【男性】(N=534) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記：問33で「結婚している、または 結婚していないが、パートナーと暮している」及び「結婚したが、

離別または死別した」と回答した人を対象として集計。 

   大阪府調査や内閣府調査結果との比較は、この集計結果を用いた。 
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【図 8-4 性別 パートナーからドメスティック・バイオレンスを受けた経験（大阪府調査）】 

【女性(N=323)】                      【男性(N=258)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 8-5 性別 パートナーからドメスティック・バイオレンスを受けた経験（内閣府調査）】 

【女性(N=323)】                      【男性(N=258)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記：大阪府および内閣府調査は、配偶者（事実婚を含む）からのドメスティック・バイオレンスに限っ

て尋ねている。 
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【図 8-6 性・年齢別 パートナーからドメスティック・バイオレンスを受けた経験（その１）】 
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【図 8-6 性・年齢別 パートナーからドメスティック・バイオレンスを受けた経験（その２）】 
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何度もあった １・２度あった

まったくない 無回答

【図 8-6 性・年齢別 パートナーからドメスティック・バイオレンスを受けた経験（その３）】 

 ⑦身体を傷つける可能性のあるものでたたかれた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑧生活費を渡されないことがあった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑨望まない性行為を強要された 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】

87.8

90.8

87.3

79.8

68.2 23.1

4.5

4.9

3.8

2.7

2.6

4.2

5.5

1.9

0.5

2.6

7.0

6.0

7.0

9.8

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上
(N=308)

(%)
0 20 40 60 80 100

何度もあった

１・２度あった

まったくない 無回答

【男性】

85.6

87.1

81.6

77.7

72.4

12.2

16.3

20.8

24.0

0.0

0.8

2.0

1.5

0.0

3.6

0.8

0.0

0.8

2.2

10.6

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)
(%)

0 20 40 60 80 100

何度もあった

１・２度あった

まったくない 無回答

【女性】

87.8

91.8

82.8

71.8

64.6 24.0

8.0

5.8

4.5

1.6

1.7

10.4

5.5

5.1

1.6

4.3

9.8

6.1

4.9

7.6

16～29歳

(N=115)

30～39歳

(N=184)

40～49歳

(N=157)

50～59歳

(N=163)

60歳以上

(N=308)

(%)
0 20 40 60 80 100

何度もあった

１・２度あった

まったくない 無回答

【男性】

86.7

83.3

80.6

75.4

72.8

12.2

17.3

22.3

24.4

0.4

0.8

1.0

2.3

0.0

2.4

1.5

1.0

3.0

1.1

11.4

16～29歳

(N=90)

30～39歳

(N=132)

40～49歳

(N=98)

50～59歳

(N=130)

60歳以上

(N=250)

(%)
0 20 40 60 80 100

何度もあった
１・２度あった

まったくない 無回答



 

- 92 - 

20.9

15.6

62.7

9.3

21.0

1.7

29.2

0.5

13.1

10.0

13.6

12.1

66.5

17.1

23.0

1.9

22.5

0.1

13.1

12.6

020406080

(MA%)

女性(N=927) 男性(N=701)

23.6

18.3

65.4

7.9

31.9

0.5

25.7

1.3

12.6

3.9

19.1

14.1

73.8

17.4

35.2

2.0

22.1

0.3

12.1

6.0

0 20 40 60 80

配偶者暴力相談支援センター
（女性相談センターなど）

女性のための総合的な施設

（男女共同参画センター、

女性センターなど)

警察

法務局、人権擁護委員

町役場の相談窓口

上記１～５以外の

公的な機関

民間の専門家や専門機関

（弁護士・弁護士会、カウン

セラー・カウンセリング

機関、民間シェルターなど）

その他

１つも知らない

無回答

(MA%)

女性(N=927)

女性(N=382) 男性(N=298)

（３）ドメスティック・バイオレンスの相談窓口の認知度 

 

問47 あなたは、夫、妻、恋人といった親密な関係にあるパートナーからの暴力（なぐる、ける

などの身体的な暴力、無視する、監視するなどの心理的な暴力、生活費を渡さないなど）

について、相談窓口としてどのようなものを知っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

【図 8-7 ドメスティック・バイオレンスの相談窓口の認知度】 

       【忠岡町調査】                   【大阪府調査】 
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◆男女ともに「警察」の認知度が高い。 

パートナーからの暴力についての相談窓口の認知度についてみると、男女ともに「１つも

知らない」は13.1％であり、無回答を除くと男女ともに４人のうち３人は何らかの窓口を知

っていることになる。 

認知度が最も高いのは、男女ともに「警察」で、女性で62.7％、男性で66.5％が認知して

いる。次いで、女性では「民間の専門家や専門機関」が29.2％、「町役場の相談窓口」が21.0％、

「配偶者暴力相談支援センター」が20.9％となっており、認知度が２割を超えている窓口は

以上の４か所である。一方男性は、「町役場の相談窓口」が23.0％、「民間の専門家や専門機

関」が22.5％で続いており、男性で認知度が２割を超えている窓口は３か所となっている。 

性別で認知度の差が比較的大きいのは、「配偶者暴力相談支援センター」と「民間の専門家

や専門機関」で、両者とも女性の方が約７％認知度が高くなっている。（図8-7） 

 

◆大阪府調査と比べると、認知度が若干低い窓口が多い。 

大阪府調査と比べると、「警察」「配偶者暴力相談支援センター」「町役場の相談窓口（大阪

府調査では‘市町村などの役所の相談窓口’と記述）」「女性のための総合的な施設」のいず

れも、今回調査の認知度が若干低くなっている。（図8-7） 

 

◆男女とも、どの年齢層でも「警察」が最も認知度が高い。 

年齢別にみると、男女ともにどの年齢層でも「警察」の認知度が最も高く、中でも女性で

は30～49歳、男性では40～59歳で７割を超えている。 

年齢別にみて認知度の差が大きい窓口をあげると、「警察」については、他の年齢層では６

割以上が認知しているのに対して女性の60歳以上で47.1％と低くなっている。また、「法務局、

人権擁護委員」については、全体では認知度は高くないが、概ね年齢が高くなるほど認知度

が高くなっており、女性では16～29歳の1.7％から60歳以上では16.9％へ、男性では30～39

歳の7.6％から60歳以上では27.6％に上昇している。（表8-1） 

 

◆女性では、暴力を受けたことがある人の方が、ない人より相談窓口の認知度が低い。 

パートナーから暴力を受けた経験の有無別に相談窓口の認知度をみると、暴力を受けたこ

とがある人で「１つも知らない」と回答した人が、女性で13.3％、男性で15.7％みられる。

また、男女ともに暴力を受けたことがある人の方がない人より認知度が目立って高いといっ

た傾向はみられない。（表8-1） 
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【表 8-2 性・年齢別、性・DV の経験別 ドメスティック・バイオレンスの相談窓口の認知度】 

(単位：％)   

   

対
象
者
数(

人) 

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
） 

女
性
の
た
め
の
総
合
的
な
施
設
（
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
、
女
性
セ
ン
タ
ー
な
ど) 

警
察 

法
務
局
、
人
権
擁
護
委
員 

町
役
場
の
相
談
窓
口 

上
記
１
～
５
以
外
の
公
的
な
機
関 

民
間
の
専
門
家
や
専
門
機
関
（
弁
護
士
・
弁

護
士
会
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
機
関
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
） 

そ
の
他 

１
つ
も
知
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 1647 17.7 14.1 64.0 12.7 21.8 1.8 26.4 0.4 13.1 11.5 

16～29 歳 115 16.5 16.5 65.2 1.7 17.4 2.6 29.6 0.0 17.4 1.7 

30～39 歳 184 21.2 12.0 72.3 2.2 20.7 1.6 33.2 1.6 10.3 2.2 

40～49 歳 157 24.8 17.2 73.9 3.8 15.3 1.9 31.8 0.0 10.2 2.5 

50～59 歳 163 20.9 23.9 68.7 13.5 22.1 3.1 33.7 0.6 10.4 9.8 

女

性 

60 歳以上 308 20.5 12.3 47.1 16.9 25.0 0.6 23.1 0.3 15.9 21.8 

16～29 歳 90 14.4 15.6 66.7 7.8 15.6 3.3 22.2 0.0 17.8 7.8 

30～39 歳 132 11.4 9.1 67.4 7.6 18.2 0.0 22.0 0.8 17.4 8.3 

40～49 歳 98 13.3 11.2 72.4 11.2 22.4 2.0 18.4 0.0 8.2 12.2 

50～59 歳 130 15.4 14.6 71.5 17.7 23.1 3.1 27.7 0.0 10.8 10.8 

年
齢
別 

男

性 

60 歳以上 250 13.6 11.6 61.2 27.6 28.4 1.6 22.0 0.0 12.0 17.6 

受けたことがある 394 24.1 17.8 64.7 9.6 22.6 1.8 29.9 0.5 12.7 6.6 
女

性 
受けたことはない 445 20.2 15.5 66.7 9.4 20.9 2.0 30.1 0.4 13.3 6.1 

受けたことがある 262 16.8 16.8 76.0 18.7 27.9 3.1 26.0 0.4 12.2 3.1 

Ｄ
Ｖ
経
験
別 男

性 
受けたことはない 331 14.5 11.2 69.5 18.1 24.5 1.5 24.2 0.0 15.7 6.3 

※属性内で一番高い比率に濃い網掛け、二番目に高い比率に薄い網掛け 
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24.6

13.3

6.4

19.7

16.1

73.9

12.7

8.3

32.1

16.7

7.4

21.1

16.3

74.9

9.4

9.6

020406080100

(MA%)

女性(N=927) 男性(N=701)

43.2

14.9

10.5

30.4

21.5

83.2

9.2

1.6

45.3

17.4

8.7

28.5

23.8

80.2

12.4

3.7

0 20 40 60 80 100

男女共同参画社会基本法(※)

女子差別撤廃条約

ポジティブ・アクション

（積極的改善措置）

ジェンダー

（社会的性別）

ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）

男女雇用機会均等法

見たり聞いたりした

ものはない

無回答

(MA%)

女性(N=382) 男性(N=298)

 

 

（１）男女共同参画に関する言葉の認知度 

 

問48 次の言葉のうち、あなたが見たり聞いたりしたことがあるものをすべて選んでください。

（あてはまるものすべてに○） 

 

【図 9-1 男女共同参画に関する言葉の認知度】 

【忠岡町調査】                    【大阪府調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※大阪府調査では、「男女共同参画社会」となっている。 

 

 

◆男女ともに「男女雇用機会均等法」については４人のうち３人は見聞きしたことがある。 

男女共同参画に関する言葉の認知度については、男女ともに「男女雇用機会均等法」（女性

73.9％、男性74.9％）が最も高く、次いで「男女共同参画社会基本法」（女性24.6％、男性32.1％）、

「ジェンダー」（女性19.7％、男性21.1％）となっている。 

男女を比べると、男性の方が女性より、すべての言葉について認知度が高くなっている。

（図9-1） 

 

９９９９    男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会のののの推進推進推進推進についてについてについてについて    
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◆大阪府調査よりも言葉の認知度が低い。 

大阪府調査と比べると、すべての言葉について本調査の方が認知度が低い。とりわけ、「男

女共同参画社会基本法」については、大阪府調査より女性で18.6ポイント、男性で13.2ポイ

ントも低くなっている。（図9-1） 

 

◆女性の 16～29 歳は、どの言葉についても認知度が高い。 

年齢別にみると、男女ともにどの年齢層でも「男女雇用機会均等法」の認知度が最も高い

ことに違いはみられない。 

年齢による特徴をみると、女性の16～29歳は、すべての言葉についてどの年齢層よりも認

知度が高くなっている。同じく若い年齢層であっても男性ではこの傾向はみられない。 

また、仕事の有無別にみると、年齢別ほどの差はみられないが、「ジェンダー」については、

男女ともに正社員の場合に認知度が高くなっている。（表9-1） 

 

 

【表 9-1 性・年齢別、性・仕事の有無別 男女共同参画に関する言葉の認知度】 

(単位：％)   

   

対
象
者
数(

人) 

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法 

女
子
差
別
撤
廃
条
約 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン 

（
積
極
的
改
善
措
置
） 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会
的
性
別
） 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス 

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
） 

男
女
雇
用
機
会
均
等
法 

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
も
の
は
な
い 

無
回
答 

全  体 1647 27.8 14.6 6.7 20.3 16.0 74.2 11.3 9.0 

16～29 歳 115 40.0 28.7 8.7 36.5 19.1 84.3 11.3 0.9 

30～39 歳 184 14.7 8.7 6.5 18.5 15.2 79.3 14.1 1.6 

40～49 歳 157 26.1 7.0 4.5 24.8 15.9 80.3 12.1 3.2 

50～59 歳 163 22.7 9.8 6.1 20.9 14.1 79.8 9.8 7.4 

女

性 

60 歳以上 308 25.0 15.3 6.5 11.0 16.6 60.4 14.3 18.2 

16～29 歳 90 34.4 17.8 12.2 27.8 17.8 74.4 15.6 3.3 

30～39 歳 132 22.7 10.6 11.4 26.5 22.0 72.7 13.6 9.1 

40～49 歳 98 33.7 14.3 7.1 18.4 16.3 72.4 5.1 9.2 

50～59 歳 130 39.2 16.2 6.9 26.2 16.2 83.8 5.4 7.7 

年

齢

別 

男

性 

60 歳以上 250 31.6 20.4 4.0 14.4 12.8 72.4 8.8 13.2 

仕事有（正社員等） 131 22.9 14.5 5.3 30.5 21.4 84.0 6.1 3.8 

仕事有（正社員以外） 269 21.6 10.8 6.7 19.3 14.5 76.2 13.8 6.3 
女

性 

仕事無 510 26.5 13.9 6.1 17.1 15.7 70.8 14.1 10.2 

仕事有（正社員等） 289 30.4 14.2 10.4 27.0 20.1 77.5 9.0 8.7 

仕事有（正社員以外） 191 27.7 17.8 3.7 16.2 12.0 74.3 8.9 11.0 

仕

事

の

有

無

別 
男

性 

仕事無 202 39.6 19.8 5.9 17.3 14.4 72.8 10.4 8.9 

※言葉ごとに全体平均より 10 ﾎﾟｲﾝﾄ以上高い比率に網掛け 
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14.2

13.1

30.0

10.5

15.1

28.7

59.8

13.7

13.4

0.1

7.9

6.3

18.5

18.4

32.4

14.0

11.4

18.5

47.5

13.0

14.1

0.7

9.1

8.4

0 20 40 60 80

男女平等の視点から、法律や社会制度

を見直すよう、府や国に要望していく

町の広報紙やパンフレットなどで男女

平等と相互理解について啓発する

学校教育や生涯学習の場で男女共同参

画に向けた学習を充実する

町の審議会委員や管理職など、政策・

方針決定の場に女性を積極的に登用する

家庭や地域社会に男性が積極的に参画

できるよう、支援する

女性の就職や再就職、起業、資格取得
に対して支援する

男女がともに働きながら両立できるよう、

育児や介護のための施設やサービスを
充実する

女性に対する暴力の防止や被害者への支援
を充実する

男性や女性の生き方や悩みに関する相談の
場を充実する

その他

特にない

無回答

(MA%)

女性(N=927) 男性(N=701)

（２）男女共同参画を推進するために町が取り組むべきこと 

 

問49 今後、忠岡町で男女共同参画を推進するために、特にどのようなことに力を入れて取り組

むべきだと思いますか。（○は３つ以内） 

【図 9-2 性別 男女共同参画を推進するために町が取り組むべきこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆男女ともに「育児や介護のための施設やサービスを充実」が最も多い。 

男女共同参画を推進するために町が取り組むべきことについては、男女ともに「男女がと

もに働きながら家事や育児・子育て・介護などを両立できるよう、育児や介護のための施設

やサービスを充実する」（女性59.8％、男性47.5％）が最も多く、次いで「学校教育や生涯学

習の場で男女共同参画に向けた学習を充実する」（女性30.0％、男性32.4％）、「女性の就職や
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再就職、起業、資格取得に対して支援する」（女性28.7％、男性18.5％）となっている。なお、

男性については「男女平等の視点から、法律や社会制度を見直すよう、府や国に要望してい

く」も同率で３位にあがっている。 

男女で差がある取り組みをみると、「男女がともに働きながら家事や育児・子育て・介護な

どを両立できるよう、育児や介護のための施設やサービスを充実する」が男女ともに第１位

となっているものの、女性は男性より12.3ポイント高くなっている。また、「女性の就職や再

就職、起業、資格取得に対して支援する」も女性の方が10.2ポイント高くなっている。 

（図9-2） 

 

◆女性の若い世代は、「家庭や地域社会へ男性が積極的に参画できるよう支援」と「女性の就業

等への支援」へのニーズが他の年齢層より高い。 

年齢別にみると、どの年齢層でも「男女がともに働きながら家事や育児・子育て・介護な

どを両立できるよう、育児や介護のための施設やサービスを充実する」が最も多いことに違

いはみられない。 

それぞれの取り組み別に年齢的な特徴をあげると、「町の広報紙やパンフレットなどで男女

平等と相互理解について啓発する」と「学校教育や生涯学習の場で男女共同参画に向けた学

習を充実する」、「町の審議会委員や管理職など、政策・方針決定の場に女性を積極的に登用

する」については、男性の60歳以上で全体平均より約10ポイント程度高くなっている。 

「家庭や地域社会に男性が積極的に参画できるよう、支援する」については、男女ともに

16～29歳の若い年齢層で高く、４人のうち１人は支持している。 

「女性の就職や再就職、起業、資格取得に対して支援する」については、女性の16～39歳

では約４割と高くなっている。また、「女性に対する暴力の防止や被害者への支援を充実する」

については、女性の16～29歳と男性の50～59歳で比較的高く、約２割となっている。 

なお、これら以外の取り組みについては年齢による違いはほとんどみられない。(表9-2) 
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【表 9-2 性・年齢別 男女共同参画を推進するために町が取り組むべきこと】 

(単位：％) 

   

対
象
者
数(

人) 

男
女
平
等
の
視
点
か
ら
、
法
律
や
社
会
制
度
を
見
直
す

よ
う
、
府
や
国
に
要
望
し
て
い
く 

町
の
広
報
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
男
女
平
等
と

相
互
理
解
に
つ
い
て
啓
発
す
る 

学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
場
で
男
女
共
同
参
画
に
向

け
た
学
習
を
充
実
す
る 

町
の
審
議
会
委
員
や
管
理
職
な
ど
、
政
策
・
方
針
決
定

の
場
に
女
性
を
積
極
的
に
登
用
す
る 

家
庭
や
地
域
社
会
に
男
性
が
積
極
的
に
参
画
で
き
る

よ
う
、
支
援
す
る 

女
性
の
就
職
や
再
就
職
、
起
業
、
資
格
取
得
に
対
し
て

支
援
す
る 

男
女
が
と
も
に
働
き
な
が
ら
両
立
で
き
る
よ
う
、
育
児

や
介
護
の
た
め
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る 

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
防
止
や
被
害
者
へ
の
支
援
を

充
実
す
る 

男
性
や
女
性
の
生
き
方
や
悩
み
に
関
す
る
相
談
の
場

を
充
実
す
る 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 1647 16.0 15.4 30.8 11.8 13.5 24.2 54.2 13.4 13.6 0.4 8.6 7.3 

16～29 歳 115 18.3 7.8 27.0 6.1 26.1 38.3 50.4 21.7 11.3 0.0 9.6 0.9 

30～39 歳 184 10.9 7.6 26.1 8.2 15.2 39.7 69.0 13.0 10.3 0.5 7.6 2.2 

40～49 歳 157 16.6 14.6 32.5 8.9 16.6 29.9 63.7 14.0 7.6 0.0 3.8 2.5 

50～59 歳 163 9.2 12.3 34.4 14.1 12.9 27.0 68.7 14.7 17.8 0.0 4.9 7.4 

女

性 

60 歳以上 308 16.2 17.9 29.9 12.3 11.4 18.8 51.0 10.4 16.6 0.0 11.0 12.0 

16～29 歳 90 21.1 14.4 20.0 6.7 27.8 14.4 45.6 17.8 15.6 0.0 15.6 4.4 

30～39 歳 132 15.9 13.6 23.5 6.1 9.8 25.8 53.0 9.8 10.6 0.8 13.6 4.5 

40～49 歳 98 19.4 13.3 29.6 17.3 11.2 24.5 46.9 18.4 13.3 0.0 10.2 8.2 

50～59 歳 130 16.2 16.9 38.5 14.6 7.7 17.7 44.6 20.8 13.8 2.3 5.4 9.2 

年

齢

別 

男

性 

60 歳以上 250 19.6 25.2 39.2 19.2 8.4 14.4 46.8 6.8 16.0 0.4 6.0 11.6 

※属性内で一番高い比率に濃い網掛け、二番目に高い比率に薄い網掛け 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．資料編（調査票） 

 





 

 

Ⅳ
．

資
料

編
（

調
査

票
）

 

           

※
調

査
は

総
合

計
画

策
定

に
関

す
る

住
民

意
識

調
査

と
合

わ
せ

て
実

施
。

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

調
査

項
目

は
、

問
１

～
問

６
及

び
問

1
5
・
問

1
6
、

問
3
0
～

問
4
9

で
あ

る
。
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